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人口と開発/／目次扉・スケッチ「美浜遊泳」

杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉
巻
頭
言
／
人
類
存
続
の
ド
ラ
マ
１
ｍ
世
紀

◆
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
労
働
移
動
の
新
潮
流

◆
ア
ジ
ア
の
人
口
高
齢
化
と
高
齢
者
の
生
活

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
と
人
口
問
題

◆
国
王
復
権
へ
の
布
石
か
、

議
会
制
民
主
主
義
へ
の
い
ま
だ
陣
痛
な
の
か

○
オ
ベ
イ
ド
女
史
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
）
が
来
日

○
ベ
ト
ナ
ム
議
員
団
が
来
日

ｏ
人
口
と
水
ｌ
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

ｌ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
リ
チ
ャ
ー
ド
リ
ー
卜
氏
が
報
告
Ｉ

□
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
・
新
任
理
事
に
築
舘
氏
、
松
岡
氏

子
供
数
幼
年
連
続
の
減
少
と
な
る
／
出
生

率
過
去
最
低
。
「
国
の
関
与
」
で
論
争
／
政

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

ｉ
１
口

１
１
１

；
，

Ｉ

機
関
誌
『
人
ロ
と
開
発
』
投
稿
論
文
を
募
集

猯
な
の
か

結
城
史
隆
四

１
１
川

府
予
想
超
す
少
子
傾
向
／
東
京
泌
区
の
昼

夜
人
口
差
縮
ま
る

■
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瀬
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人類存続のドラ

東京工芸大

新
し
い
一
一
十
一
世
紀
は
ま
こ
と
に
波
乱

の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
こ
の
二
十
一
世
紀

は
人
類
数
百
万
年
の
歴
史
に
お
い
て
絶
滅

の
淵
に
沈
む
か
、
は
た
ま
た
永
遠
の
存
続

を
保
証
さ
れ
る
か
、
そ
の
岐
路
に
立
つ
時

で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
人
類
の
壮
烈
な
ド
ラ
マ
が

展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
表

題
の
趣
旨
で
あ
る
。

大
袈
裟
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
積
も
り

は
な
い
。
人
口
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
あ
ら
ゆ
る
数
字
、
指
標
が
明
確
、
冷

厳
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
資
源
で

い
え
ば
石
油
は
今
世
紀
中
に
底
を
つ
く
し
、

ウ
ラ
ン
に
し
て
も
有
限
で
あ
る
。
環
境
で

は
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、

大
気
中
炭
酸
ガ
ス
濃
度
の
増
加
な
ど
が
生

態
系
の
適
応
条
件
の
限
界
に
近
づ
き
つ
つ

あ
る
。
地
球
を
バ
ケ
ツ
と
考
え
よ
う
。
水

巻
頭
三
一
一
口
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す
な
わ
ち
人
口
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
は
三
題
噺
で
は
な
い
が
、
根
底
に
お

い
て
繋
が
っ
て
い
て
切
り
離
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。

何
故
こ
の
よ
う
な
地
球
的
危
機
に
陥
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
科

学
技
術
の
進
歩
で
あ
る
。
そ
の
お
陰
で
人

類
は
か
つ
て
な
か
っ
た
豊
か
な
生
活
を
享

受
し
、
物
質
文
明
の
繁
栄
は
さ
ら
に
科
学

技
術
の
発
展
を
促
す
と
い
う
良
い
循
環
で

あ
っ
た
。
た
だ
飽
く
な
き
前
進
の
み
を
目

標
と
し
、
極
限
の
追
究
、
効
率
、
機
能
の

を
人
口
、
人
類
の
消
費
す
る
物
質
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
す
れ
ば
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
る
こ

と
の
で
き
る
水
の
量
は
一
定
で
あ
り
、
そ

れ
以
上
注
ぎ
こ
ん
で
も
溢
れ
る
だ
け
で
あ

る
。

二
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
の
増
加

は
環
境
の
変
化
と
連
動
す
る
。

、
人
口
の
増
加
は
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
と
直
接
比
例
す
る
。

向
上
に
走
り
過
ぎ
た
結
果
が
限
界
に
突
き

当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
人
に
や
さ
し
い
科

学
、
万
物
共
生
の
科
学
な
ど
新
し
い
コ
ン

セ
プ
ト
が
生
ま
れ
て
き
た
。
科
学
は
真
理

を
探
究
す
る
。
宇
宙
の
真
理
は
人
間
と
は

無
関
係
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
科
学
技
術

の
主
人
公
は
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

か
の
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
「
成
長
の
限
界
」

を
提
言
し
、
世
間
を
震
憾
さ
せ
て
か
ら
三

十
年
余
を
経
過
し
た
。
社
会
は
、
ま
た
国

際
関
係
は
あ
ま
り
に
も
近
視
眼
的
で
あ
る

こ
と
を
憂
え
る
も
の
で
あ
る
。

〃■■ゲソペβ、ﾃﾞＰＶへハエL〆且ゲーーョリ、丑、ゾ、〆斗伊ＬＴＬ鈩乢ハジ、ｒＶ､〆モハニ､ゴエハゴ､ザ、グビハリ、ジ、'、〆￥､リ、エソ、ＪＬＦＬＦ、〆Ｌ'ＶｎＪ、八

３



グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
経
済
の
拡
大

と
相
互
依
存
の
高
ま
り
に
連
れ
、
国
境

を
越
え
た
モ
ノ
、
カ
ネ
の
移
動
と
と
も

に
人
の
移
動
が
活
発
化
し
て
い
る
。
二

○
○
二
年
十
月
、
国
連
の
「
世
界
の
国

際
移
動
者
ス
ト
ッ
ク
」
に
関
す
る
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
、
世
界
の
国
際

人
口
移
動
数
（
出
生
国
外
居
住
人
口
数
）

は
、
二
○
○
○
年
に
一
億
七
千
五
百
万

人
に
上
り
、
世
界
人
口
の
約
三
％
を
占

は
じ
め
に

匡
洲
好
一
羽
の
Ｉ
Ⅲ
肋

め
て
い
る
。
移
動
者
の
六
割
は
先
進
諸
国
に

居
住
し
、
四
割
が
途
上
国
に
居
住
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
移
動
者
は
約
五
千
万
人
、
ア
ジ
ア

人
口
三
十
七
億
人
の
一
・
四
％
を
占
め
る
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
移
動
は
、
そ
の
規
模
、

多
様
性
、
複
雑
性
に
関
し
て
、
こ
こ
数
十
年

の
間
に
著
し
く
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
移
動
統
計
の
未

整
備
や
整
備
さ
れ
て
い
て
も
統
計
デ
ー
タ
を

公
開
し
な
い
国
な
ど
、
そ
の
実
態
を
知
る
上

で
さ
ま
ざ
ま
な
障
碍
が
あ
る
。
本
稿
で
は
筆

者
が
収
集
、
編
集
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け

る
国
際
人
口
移
動
統
計
な
ど
を
用
い
、
最
近

の
国
際
人
口
移
動
動
向
と
特
徴
を
中
心
に
報

告
す
る
．

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
国
際
労
働
移
動
の

新
潮
流
と
し
て
、
主
に
次
の
五
つ
の
事

項
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
①

一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
経
済
活
動

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
人
口
移
動
の

増
加
、
②
永
住
型
か
ら
一
時
的
移
動
（
短

期
契
約
移
動
）
の
増
加
、
③
移
動
先
の

変
化
と
ア
ジ
ア
域
内
移
動
の
増
加
、
④

非
正
規
移
動
者
（
旬
①
唱
一
閂
日
恒
目
〔
、
）

の
増
加
、
⑤
入
国
管
理
政
策
の
変
化
、

で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ

い
て
概
述
す
る
。

（
日
本
貿
易
振
興
会
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

瀬
保
子
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アジアにおける国際労働移動の新潮流

▽
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
国
際
人
ロ
移
動
の
動
向

ア
ジ
ア
は
世
界
の
六
割
の
人
口
を
抱
え
、

ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
を
は
じ
め
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
な
ど
経
済
成
長
が
著
し
い
国
々
と
、
未
だ

人
口
増
加
率
も
高
く
、
経
済
が
停
滞
し
て
い

る
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
さ
ら
に
湾
岸
石
油
産
出

国
な
ど
多
様
な
国
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

国
際
労
働
移
動
は
経
済
的
理
由
を
主
た
る
目

的
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

国
間
の
雇
用
機
会
や
所
得
格
差
が
存
在
す
る

た
め
で
あ
る
。
｜
人
当
た
り
国
民
所
得
は
、

一
九
九
八
年
に
中
国
の
七
五
○
Ｕ
ｓ
ド
ル
を

１
と
す
る
と
、
韓
国
が
一
○
倍
、
ブ
ル
ネ
イ

と
台
湾
が
一
一
○
倍
、
香
港
が
三
○
倍
、
日
本

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
四
○
倍
と
国
間
の
所
得

▽

…:淳訂
：．ｆに

'｡４'.- ザ2戸

●早瀬保子〈はやせ･やすこ〉
1944年三重県生まれ

く現職>日本貿易振興会アジア経済研究所

研究主幹

く学歴>津田塾大竺詳夢芸学部数学科(理学±）

日本女子大学人間社会研究科現代

社会論専攻博±課程

日本女子大学博士(人ロ学）

<職歴>1966年アジア経済研究所入所

1986-88年中国吉林大学人ロ研究

所客員研究員

1994-95年ロンドン大学公衆衛生

熱帯医学部人口研究センター訪問

研究員

1995-96年ジンバブエ大学開発研

究所客員研究員

く主な著書〉『途上国の人口移動とジェン

ダョ（2002年編著明石摺店)、『ジエ

ンダーと人口問題』（2002年共編箸、

大明堂)、『アジア太平洋地域にお

ける国際人ロ移動』（2001年編箸、

アジア経済研究所)、『アジアの人

口問題』（2000年共編箸、大明堂)、

『アフリカの人ロと開発』（1999年、

アジア経済研究所)、『中国の人口

変動」（1992年編箸､アジア経済研

究所)など

格
差
が
大
き
い
。
一
方
、
労
働

力
人
口
増
加
率
は
、
今
後
の
出

生
率
低
下
と
と
も
に
す
べ
て
の

ア
ジ
ア
諸
国
で
低
下
す
る
が
、

一
九
九
八
～
二
○
一
○
年
に
な

お
二
％
以
上
と
予
測
さ
れ
て
い

る
国
は
、
イ
ン
ド
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
で
あ
る
。
｜
方
、
同

期
間
一
％
未
満
と
な
る
国
は
、

中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾

な
ど
で
、
日
本
は
マ
イ
ナ
ス
○
・

一
一
一
％
と
最
も
低
い
。
日
本
を
始

め
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
諸
国
で
は
、
今
後
、
労

図１．受け入れ国における外国人人ロの動向

1,8000000

1,600,000

1,400,000

1.200,000

1,000,000

800.OOO

600POO

40qOOO

20qOOO

O

働
力
不
足
が
一
層
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
の

金
融
危
機
以
降
経
済
は
回
復
し
た
も
の
の
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
失
業
率
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
九
％
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
六
％
を
は
じ
め
依
然
と
し

て
高
い
水
準
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
社
会

経
済
的
格
差
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
政

治
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
な
連
携
に
よ
り
、

国
境
を
越
え
る
人
の
移
動
が
増
加
し
て
い
る
。

図
１
は
主
要
受
け
入
れ
国
で
あ
る
日
本
、

本
国
湾

日
韓
台

一一
士

△△△△

dsdsし鐡鰊ぷぷへSfJd$xsfsoへSSS｡《6５，

出所：各国統計より著者作成
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海外への労働力輸出の動向図２
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韓
国
と
台
湾
の
外
国
人
人
口
の
動
向
、
図
２

は
主
要
送
り
出
し
国
で
あ
る
中
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
海
外
へ
の

労
働
力
輸
出
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り

一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
国
際
人
ロ
移
動

の
流
れ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

●鐵鐡ぷぷへSSP鐡鐵獣へssSb伊

出所：各国統計より著者作成

▽
移
動
先
の
変
化
と
ア
ジ
ア
域
内
薑
の
増
加

ア
ジ
ア
の
移
動
者
は
一
九
八
○
年
代
初
期
Ⅲ
受
け
入
れ
国
の
状
況

ま
で
は
、
伝
統
的
な
移
住
先
で
あ
る
オ
ー
ス
韓
国
は
一
九
八
○
年
代
中
頃
ま
で
は
中

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
東
産
油
国
へ
の
労
働
力
輸
出
が
盛
ん
で
あ
っ

永
住
を
目
的
と
す
る
移
動
や
中
東
の
湾
岸
石
た
が
、
そ
の
後
経
済
発
展
に
よ
る
労
働
力
不

油
産
出
国
へ
の
短
期
契
約
移
動
が
主
流
で
あ
っ
足
か
ら
外
国
人
労
働
者
が
流
入
す
る
よ
う
に

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
湾
岸
戦
争
な
ど
の
な
っ
た
。
韓
国
政
府
は
、
国
内
中
小
企
業
の

影
響
で
中
東
産
油
国
へ
の
移
動
は
減
少
し
、
人
手
不
足
を
緩
和
さ
せ
る
目
的
で
、
一
九
九

伝
統
的
な
移
民
国
は
も
と
よ
り
、
先
進
諸
国
一
年
に
外
国
人
産
業
研
修
生
制
度
を
導
入
し
、

（
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
）
、
二
○
○
○
年
現
在
、
研
修
生
は
一
○
．
五
万

ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
香
港
、
韓
国
、
台
湾
、
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
、
ブ
ル
ネ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
多
く
受

へ
の
移
動
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
け
入
れ
て
い
る
。
特
に
中
国
か
ら
の
研
修
生

移
動
先
の
変
化
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
朝
鮮
族
が
大
半
で
あ
る
。
そ
の
他
約
一
一
万

に
よ
る
情
報
や
通
信
手
段
の
発
達
と
と
も
に
、
人
は
合
法
的
な
外
国
人
移
動
者
で
、
教
授
や

受
入
国
の
移
民
政
策
の
変
化
と
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

Ｅ
Ｓ
に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
雇
用
ロ
シ
ア
、
中
国
、
日
本
か
ら
移
動
し
て
い
る
。

機
会
の
増
大
が
寄
与
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
Ｎ
台
湾
は
一
九
九
○
年
代
初
め
よ
り
東
南
ア

ー
Ｅ
Ｓ
は
一
九
七
○
年
～
八
○
年
代
ま
で
、
ジ
ア
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
イ

労
働
力
の
送
り
出
し
国
で
あ
っ
た
が
、
経
済
リ
ピ
ン
、
タ
イ
）
か
ら
の
労
働
者
受
け
入
れ

発
展
と
人
口
構
造
の
変
化
に
よ
る
労
働
力
不
を
合
法
化
し
、
外
国
人
居
住
者
数
は
一
一
○
○

足
が
外
国
人
労
働
力
受
け
入
れ
へ
の
転
換
点
○
年
に
約
四
十
万
人
で
そ
の
九
割
は
東
南
ア

と
な
っ
た
。

ジ
ア
諸
国
か
ら
の
契
約
労
働
者
で
あ
る
。
彼

等
は
主
に
、
製
造
業
（
五
二
％
）
、
サ
ー
ビ
ス

Ｖ

６



アジアにおける国際労働移動の新潮流

②
送
り
出
し
国
の
状
況

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
ジ
ア
で
は
か
な
り
早
い

一
九
八
○
年
代
よ
り
国
策
と
し
て
労
働
者
派

遣
を
奨
励
し
て
お
り
、
統
計
の
整
備
も
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ
進
ん
で
い
る
。
派
遣
先

を
地
域
別
に
み
る
と
、
二
○
○
○
年
に
は
中

東
へ
の
移
動
が
最
も
多
く
（
湾
岸
戦
争
後
再

び
増
加
）
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
へ
の
移
動
も
増

え
て
い
る
。
国
別
に
み
る
と
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
が
十
八
万
人
と
最
も
多
く
、
香
港
十
二

万
人
、
日
本
が
六
万
人
、
台
湾
が
五
万
人
で

あ
る
。
台
湾
へ
の
移
動
が
一
九
九
二
年
の
千

人
か
ら
九
八
年
に
八
万
七
千
人
へ
急
増
し
て

い
る
。

中
国
は
一
九
七
八
年
の
経
済
改
革
・
開
放

以
降
、
海
外
に
外
貨
獲
得
の
た
め
労
働
力
輸

出
を
始
め
た
。
そ
れ
は
外
国
で
の
各
種
工
事

請
負
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
外
国
の
一
雇
い
主
と
の

契
約
に
基
づ
く
労
働
者
の
派
遣
と
い
う
二
つ

の
ル
ー
ト
で
行
う
。
’
九
七
八
年
か
ら
二
○

○
一
年
ま
で
、
中
国
か
ら
海
外
に
延
べ
約
二

百
四
十
万
人
前
後
の
労
働
者
を
派
遣
し
て
お

業
（
三
八
％
）
と
建
設
業
（
九
％
）
に
従
事

し
て
い
る
。

▽
非
正
規
移
動
者
（
｜
『
お
伽
Ｅ
一
四
三
一
㈹
三
の
）
の
増
大

非
正
規
移
動
者
は
、
非
登
録
外
国
人
高
め
る
た
め
安
価
な
労
働
力
や
３
Ｋ
（
き
つ

（
目
「
』
。
。
旨
の
貝
巴
己
冨
『
一
一
鋤
）
、
ま
た
は
不
法
い
、
汚
い
、
危
険
）
職
種
の
労
働
力
が
不
足

移
動
者
三
の
癌
一
目
四
冒
酸
）
と
も
い
わ
れ
る
し
て
い
る
一
方
、
未
熟
練
労
働
者
（
単
純
労

が
、
一
九
九
○
年
代
以
降
増
大
の
一
途
に
あ
働
者
）
の
受
け
入
れ
を
入
国
政
策
で
認
め
る

る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
受
け
入
れ
国
に
お
国
が
少
な
い
。
企
業
は
労
働
力
不
足
と
コ
ス

け
る
労
働
力
不
足
と
入
国
政
策
と
の
矛
盾
が
卜
削
減
の
た
め
海
外
へ
工
場
移
転
を
行
う
一

あ
げ
ら
れ
る
。
受
け
入
れ
国
に
お
い
て
、
若
方
、
非
正
規
移
動
者
は
近
年
日
本
を
始
め
、

年
労
働
力
の
不
足
、
特
に
、
国
際
競
争
力
を
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
に
お
い
て
も
増
加
し
て
お

Ｖ

り
、
そ
の
派
遣
先
は
世
界
の
百
八
十
カ
国
に

上
っ
て
い
る
。
二
○
○
○
年
末
現
在
海
外
派

遣
労
働
者
数
は
四
二
・
五
万
人
（
ス
ト
ッ
ク
）

以
上
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
○
○
一
年
末
で
は

四
七
・
五
万
人
以
上
に
達
し
て
い
る
。

海
外
派
遣
労
働
者
の
地
域
別
分
布
を
見
る

と
、
一
九
九
九
年
末
現
在
そ
の
七
三
％
を
占

め
る
二
十
八
万
人
が
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
全
体

の
約
一
割
の
四
万
人
が
ア
フ
リ
カ
、
そ
の
残

り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
一
番
多
く
中
国

人
労
働
力
を
受
け
入
れ
た
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
あ
る
が
、
一
九
九
九
年
末
に
は
そ
の
数

は
七
万
人
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
日
本
、

韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
マ
カ
オ
、
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
や
ア
フ
リ
カ
地
域
に
派
遣
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
へ
の
労
働
者
派
遣
が
比
較
的
多
い

の
は
、
’
九
六
○
年
代
頃
よ
り
ア
フ
リ
カ
の

独
立
闘
争
を
支
援
す
る
た
め
援
助
を
開
始
し

た
の
が
始
ま
り
で
、
現
在
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー

ス
で
主
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
建
設
工
事

の
た
め
、
派
遣
し
て
い
る
。
中
国
の
国
際
移

動
統
計
は
、
国
の
承
認
を
受
け
た
派
遣
労
働

者
の
統
計
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
政
府
が
承
認
し
た
数
以
上

に
、
海
外
へ
流
出
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る

が
、
実
態
が
明
ら
か
で
な
い
。

７



り
、
そ
の
対
策
が
、
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
法
務
省
入
管
局
の
報
告
に
よ
る
と
、
日

本
で
は
一
九
八
五
年
頃
か
ら
一
九
九
一
年
頃

に
か
け
て
の
バ
ブ
ル
経
済
期
に
お
け
る
労
働

力
不
足
を
背
景
と
し
て
、
近
隣
諸
国
か
ら
の

外
国
人
労
働
者
の
不
法
滞
在
問
題
が
生
じ
、

短
期
滞
在
、
エ
ン
タ
テ
イ
ナ
ー
、
学
生
や
研

修
生
と
し
て
入
国
し
た
外
国
人
で
在
留
期
間

を
超
過
し
て
滞
在
し
た
不
法
残
留
者
（
オ
ー

バ
ー
ス
テ
イ
）
は
、
一
九
九
三
年
に
三
十
万

人
を
数
え
た
。
そ
の
後
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊

し
、
長
引
く
景
気
後
退
や
入
管
法
の
改
正
な

ど
に
よ
り
や
や
減
少
し
て
い
る
。
不
法
就
労

者
の
多
く
は
観
光
目
的
な
ど
短
期
滞
在
で
入

国
し
、
資
格
外
活
動
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
不

法
残
留
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
台
湾
の
不
法

移
民
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
末

現
在
の
総
数
は
約
三
万
五
千
人
に
上
る
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
三
分
の
一
が
中

国
大
陸
出
身
で
あ
る
。
残
り
の
二
万
一
一
一
千
人

の
う
ち
、
六
千
人
は
逃
亡
し
た
契
約
労
働
者

で
あ
り
、
そ
の
他
は
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
や
不

法
就
労
者
で
あ
る
。
韓
国
で
は
不
法
就
労
外

国
人
が
六
千
人
を
越
え
た
一
九
九
二
年
に
、

政
府
は
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
際
し

▽
ア
ジ
ア
主
要
国
の
入
国
管
理
政
策

外
国
人
に
対
す
る
入
国
管
理
政
策
は
、
国
特
に
二
○
○
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、

際
人
口
移
動
量
や
そ
の
移
動
流
に
大
き
な
影
制
限
的
ま
た
は
選
択
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ

響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
政
策
は
国
に
よ
り
て
い
る
。
高
度
技
能
者
や
、
家
族
の
統
合
、

異
な
る
。
送
出
国
は
送
金
に
よ
る
経
済
へ
の
難
民
な
ど
の
受
け
入
れ
に
限
定
し
て
い
る
国

貢
献
と
雇
用
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て
労
働
が
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
主
に
非
熟
練
労

力
輸
出
に
積
極
的
で
あ
る
。
｜
方
、
受
け
入
働
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
国
の
政
策

れ
国
は
外
国
人
の
入
国
に
対
し
、
最
近
で
は
、
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

技
能
研
修
制
度
を
導
入
し
、
同
時
に
不
法
外

国
人
労
働
者
が
帰
国
す
る
機
会
を
与
え
る
と

い
う
恩
赦
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
二
つ
の
政
策
に
よ
っ
て
、
不
法
外
国
人
労

働
者
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
、

多
く
の
技
能
研
修
生
が
違
法
に
職
場
か
ら
逃

▽一
九
九
二
年
一
雇
用
サ
ー
ビ
ス
法
の
制
定
に

よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
合
法

化
し
た
。
産
業
別
に
受
け
入
れ
枠
数
を
制
限

し
、
一
九
九
四
年
ま
で
に
、
建
設
業
お
よ
び

製
造
業
全
体
で
外
国
人
労
働
者
へ
門
戸
が
開

(1)

台

湾

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１

亡
し
、
不
法
外
国
人
労
働
者
の
数
が
急
増
し

た
。
そ
の
他
各
国
で
、
国
内
外
の
密
航
ブ
ロ
ー

カ
ー
が
関
与
す
る
不
法
入
国
、
不
法
就
労
も

多
く
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
摘
発
は
容
易
で

な
い
。一
九
八
四
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
移
民
労

働
者
に
関
す
る
二
国
間
合
意
を
締
結
し
た
。

一
九
九
一
年
の
外
国
人
労
働
者
管
理
政
策
で
、

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(2)

マ
レ
ー
シ
ア
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アジアにおける国際労働移動の新潮流

単
純
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
な

い
が
、
’
九
八
一
年
に
外
国
人
研
修
生
を
受

け
入
れ
の
た
め
の
在
留
資
格
を
創
設
。
一
九

九
○
年
改
正
入
管
法
に
よ
り
、
日
系
二
世
な

ど
を
目
的
と
し
た
在
留
資
格
「
定
住
者
」
を

一
九
六
六
年
に
労
働
許
可
制
を
導
入
。
主

に
低
賃
金
で
非
熟
練
労
働
者
で
あ
る
マ
レ
イ

シ
ア
人
の
入
国
を
許
可
。
’
九
九
○
年
代
に

大
量
の
外
国
人
の
流
入
を
制
限
す
る
た
め
、

①
在
留
条
件
に
よ
り
異
な
る
労
働
許
可
制
度

を
策
定
、
②
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
産
業

部
門
に
よ
っ
て
制
限
、
③
外
国
人
の
雇
用
に

賦
課
、
④
工
場
で
の
外
国
人
雇
用
割
合
に
制

限
を
設
け
る
な
ど
、
各
種
政
策
を
講
じ
て
い

る
。

移
民
労
働
者
の
健
康
や
住
居
に
関
す
る
雇
用

主
の
責
任
を
含
め
る
な
ど
、
移
民
労
働
者
雇

用
条
件
を
詳
細
化
し
た
初
め
て
の
包
括
的
政

策
を
策
定
し
た
。

側
曰
本

(3)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

新
設
し
た
。
彼
等
は
、
活
動
の
制
限
が
な
い

の
で
多
く
が
製
造
業
の
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
参
考
資
料
〕

○
ｍ
○
○
．
い
◎
Ｃ
い
・
二
一
四
ｍ
一
一
○
二
四
コ
。
三
の
Ｆ
、
す
。
こ
「

三
四
「
天
の
（
一
コ
ア
の
一
旦
力
の
◎
の
三
『
『
の
ゴ
ロ
の
四
コ
○

℃
○
寺
○
一
の
ゆ
で
、
『
一
の
．

早
瀬
保
子
編
二
○
○
｜
年
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
国
際
人
ロ
移
動
』
日
本
貿
易
振
興

会
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
。

以
上
、
観
察
し
た
よ
う
に
、
ア

ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
国
際
人
口
移

動
は
、
合
法
、
非
合
法
と
も
に
増

加
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
動
き
な
ど
、

域
内
の
経
済
統
合
の
進
展
は
、
国

際
労
働
移
動
を
今
後
一
層
活
発
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

つ

戸

咄
Ⅳ
腔
炉
。
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最
近
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
口

の
高
齢
化
が
世
界
的
に
波
及
し
つ
つ
あ
る
事

実
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
界

的
な
高
齢
化
と
い
う
認
識
は
、
昨
年
（
二
○

○
二
年
）
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
で
開
催

さ
れ
た
「
第
二
回
高
齢
化
に
関
す
る
世
界
会

剰
剰
勤
劉
釧
剥
割
剥
割
馴
劉
鬮
鞠
鏑
攝
騨
欝
鷺
騨
蕊
鰐
縢
鯨
縢
隙
隙
縢
腱
縢
醸
臘
蠕
臘
臘
鴎
縢
縢
騰
随
騨
縢
隣
憐
脚
障
勵
催

グ
ロ
ー
バ
ル
・

エ
イ
ジ
ン
グ

な
っ
て
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。

た
し
か
に
、
高
齢
化
は
先
進
地
域
だ
け
で

な
く
、
比
較
的
に
開
発
が
進
ん
だ
発
展
途
上

地
域
の
国
に
も
立
ち
現
れ
て
き
て
い
る
。
東

ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
で
は
、
近
年

に
お
け
る
出
生
率
の
急
激
な
低
下
を
反
映
し

て
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

す
べ
て
の
発
展
途
上
地
域
の
国
々
に
そ
れ
が

見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
連
の
推
計
に

よ
れ
ば
、
発
展
途
上
地
域
全
体
の
高
齢
化
率

（
六
十
五
歳
以
上
人
口
割
合
）
は
二
○
○
○
年

の
罪
風
に
壮
舎
唾
、

■
■

時
点
で
五
二
％
で
、
先
進
地
域
全
体
の
そ

れ
（
’
四
・
三
％
）
に
比
べ
れ
ば
依
然
と
し

て
ま
だ
低
い
水
準
に
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・

エ
イ
ジ
ン
グ
は
、
実
態
と
し
て
は
ア
ジ
ア
の

発
展
途
上
地
域
か
ら
進
行
し
始
め
た
段
階
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
口
の
高
齢
化
と
そ
れ
が
も
た

ら
す
諸
問
題
に
対
す
る
強
い
関
心
は
、
何
も

昨
年
の
世
界
会
議
か
ら
も
た
れ
始
め
た
わ
け

で
は
な
く
、
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
世
界
的

な
関
心
事
項
と
し
て
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
、
一
九
八
一
一
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で

開
催
さ
れ
た
第
一
回
世
界
会
議
あ
た
り
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
齢
化
の
実
態
は
と
も
か
く
、
高
齢
化
問

題
へ
の
共
通
の
関
心
は
、
す
で
に
二
十
世
紀

の
八
○
年
代
か
ら
九
○
年
代
に
か
け
て
広
く

一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
各
々
の
間
に

そ
の
関
心
を
芽
ば
え
さ
せ
て
い
た
要
因
は
、

出
生
率
の
低
下
と
い
う
時
代
の
ト
レ
ン
ド
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
然
、
日
本
以
外
の
ア

ジ
ア
の
国
々
と
の
将
来
の
高
齢
化
を
予
想
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
出
生
率
低
下
が
比

較
的
早
い
時
期
に
始
ま
っ
た
韓
国
、
香
港
、

台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
は
高
齢
化
は

１０



アジアの人口高齢化と高齢者の生活

鏑議i11Ii蕊

日
本
を
除
い
た
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア

の
主
な
国
々
は
、
お
し
な
べ
て
六
○
年
代
か

ら
七
○
年
代
に
か
け
て
出
生
率
の
低
下
を
み

せ
始
め
た
。
多
産
多
死
か
ら
多
産
少
死
を
経

て
少
産
少
死
に
至
る
人
口
転
換
に
お
け
る
第

二
段
階
で
あ
る
少
産
化
の
過
程
は
出
生
力
転

換
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
過
程
に
は
国
に
よ
っ

て
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

目
前
に
迫
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
高
齢

化
へ
の
関
心
を
喚
起
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
は
そ

の
当
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で

あ
る
。

v議譲；
腰
一
旨

●嵯峨座晴夫くさがざ･はるお〉
1935年長野県飯田市生まれ

〈学歴>早稲田大学第一政治経済学部卒業

〈職歴>67年～75年アジア経済研究所に勤

務。この間、インドのボンベイ人

口研究所に留学。1987年、早稲田

大学人間科学部教授となり、前日

本人ロ学会会長。現在は同大学理

事をも務めている。専攻は人口学、

社会統計学、博士（人間科学)。

<主な著審〉「エイジングの人間科学」（学

文社)、「高齢者のライフスタイル」

（早稲田大学出版社)など多数。

い
ま
、
合
計
出
生
率
が
五
・
○
の
多
産
の

時
期
か
ら
二
・
一
の
レ
ベ
ル
（
人
口
置
換
水

準
）
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
を
時
間
軸
上
に

位
置
づ
け
て
み
る
と
、
次
頁
の
図
１
に
な
る

（
資
料
は
本
稿
末
参
考
文
献
側
に
よ
る
）
。
日

本
だ
け
は
、
す
で
に
五
十
七
年
に
は
二
・
一

に
ま
で
合
計
出
生
率
は
低
下
を
示
し
た
が
、

そ
の
他
の
ア
ジ
ア
の
国
で
二
十
世
紀
中
に
出

生
力
転
換
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
は
中
国
（
九

一
年
）
、
北
朝
鮮
（
九
五
年
）
、
香
港
（
八
○

年
）
、
韓
国
（
八
五
年
）
、
台
湾
（
八
五
年
）
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
七
六
年
）
、
タ
イ
（
九
一
年
）

の
七
ヵ
国
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
三
ヵ
国
は
、
現
在
、

出
生
力
転
換
の
過
程
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
が

完
了
す
る
の
は
二
○
一
○
～
二
○
年
こ
ろ
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

学
山

な
ぜ
、
こ
の
よ
二
つ
に
ア
ジ

く
ｊ

Ｊ
ィ
熱

ァ
の
出
生
力
転
換
に
国
に
よ

褥
率
準

間
う
な

る
違
い
が
現
わ
れ
る
の
だ
ろ

人
ィ
ｊ

の
う
社

う
か
。
ひ
と
言
で
い
え
ば
、

》》卦
そ
れ
は
国
の
発
展
段
階
の
違

い
に
よ
る
。
社
会
主
義
体
制

ｊ
稲

Ｊ
社
早

藷
文
く

を
と
る
中
国
と
北
朝
鮮
を
除

な王
け
ば
、
こ
こ
に
掲
げ
た
ア
ジ

ァ
の
国
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
近
代
化
と

呼
ば
れ
る
顕
著
な
社
会
変
動
に
直
面
し
つ
つ

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
例
外
な
く
都
市
化
が
進

み
、
産
業
構
造
の
高
度
化
（
工
業
化
、
サ
ー

ビ
ス
化
）
が
進
み
、
生
産
水
準
は
上
昇
し
、

概
し
て
人
々
の
生
活
水
準
も
上
昇
傾
向
を
示

し
て
い
る
。

一
般
的
な
い
い
方
を
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら

の
国
の
出
生
率
低
下
の
背
景
に
は
、
近
代
化

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
そ
の
中
で

出
生
率
低
下
と
密
接
に
関
連
す
る
要
因
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
国
に
お
け
る
新
中
間
層
の
形

成
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
点
を
指
摘
し

た
い
。
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
、
農
業
な

ど
第
一
次
産
業
を
中
心
と
す
る
産
業
構
造
は
、

第
二
次
、
あ
る
い
は
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ

ト
を
高
め
、
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
勤
め
人
な
ど
の
一
雇
用
者
か
ら
な
る
新

中
間
層
の
人
々
が
増
加
し
た
。

彼
ら
は
、
職
住
分
離
、
核
家
族
を
規
範
と

し
て
独
自
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
発
達
さ
せ

る
。
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
に
み
ら
れ
た

マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
は
、
そ
の
前
例
で
あ
っ
た
。

出
生
力
転
換
は
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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図１アジア諸国の出生力転換期間と高齢化率倍化期間

出生力転換期間 高齢化率倍化期間

(65歳以上人口割合が７％から14％へ上昇）(合計出生力が5.0から2.1へ低下）国名
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図
１
に
は
、
出
生
力
転
換
の
必
然
的
な
帰

結
で
あ
る
人
口
高
齢
化
が
進
む
時
期
も
あ
わ

せ
て
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
出
生

力
転
換
が
早
い
時
期
に
、
か
つ
短
期
間
に
起

こ
っ
た
国
、
す
な
わ
ち
香
港
、
韓
国
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
は
、
そ
れ
に
つ
づ
い

て
高
齢
化
を
早
い
時
期
に
、
か
つ
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
起
こ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
出
生

力
転
換
が
継
続
中
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
高
齢
化
率
が
七
％

か
ら
一
四
％
に
達
す
る
時
期
は
、
二
十
一
世

紀
の
中
ご
ろ
ま
で
延
び
る
可
能
性
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化
は
、
二
十
一
世
紀

の
前
半
に
例
外
な
く
進
む
こ
と
に
な
る
。
高

齢
化
は
、
人
口
の
基
本
的
な
構
造
の
変
化
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
経
済
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
．
今
後
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化

が
も
た
ら
す
社
会
構
造
の
変
化
や
問
題
点
に

対
処
す
る
さ
い
に
は
、
日
本
の
経
験
が
よ
い

モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

巴
二
十
一
Ｌ
汀
Ⅲ

日
本
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
最

大
の
教
訓
は
、
高
齢
化
が
急
激
に
進
み
政
治
、

経
済
、
社
会
、
文
化
の
側
の
対
応
が
遅
れ
た

た
め
に
問
題
が
深
刻
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
の
急
速
な
出
生
率
の
低
下
と
そ
の
後
の

少
子
化
の
持
続
、
そ
し
て
近
年
の
寿
命
の
伸

長
に
よ
り
高
齢
化
が
予
想
以
上
に
進
ん
だ
た

め
に
、
年
金
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の

制
度
面
の
整
備
や
、
増
加
す
る
高
齢
者
の
就

業
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
な
ど
の
高
齢
者

対
策
の
推
進
に
と
っ
て
多
く
の
問
題
が
生
じ

た
。
日
本
以
上
に
急
速
に
進
む
ア
ジ
ア
の
高

齢
化
に
と
っ
て
、
事
情
は
ま
っ
た
く
同
じ
で

あ
り
、
ア
ジ
ア
の
国
々
は
日
本
の
経
験
を
前

車
の
轍
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

次
に
、
高
齢
化
は
人
口
構
造
の
面
に
共
通

の
変
動
パ
タ
ー
ン
を
ひ
き
起
こ
す
事
実
を
指

摘
し
た
い
。
そ
れ
は
、
出
生
率
低
下
と
そ
れ

に
伴
う
高
齢
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
必
ず
現
わ
れ

る
従
属
人
口
指
数
の
低
下
時
期
の
こ
と
で
あ

る
。
出
生
率
低
下
が
始
ま
る
と
、
年
少
人
口

指
数
（
○
～
十
四
歳
人
口
．
｜
・
十
五
～
六
十
四

歳
人
口
）
は
は
っ
き
り
と
低
下
を
示
す
。
し

か
し
、
こ
の
時
期
に
は
多
産
で
あ
っ
た
時
期

の
コ
ー
ホ
ー
ト
は
生
産
年
齢
（
十
五
～
六
十

１２

高
齢

右化
だが
ら
す
も
の



アジアの人口高齢化と高齢者の生活

図２人ロボーナス（従属人口指数の低下）の期間

国名 (ピークの年次） (谷の年次）
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四
歳
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
老
年
人
口
指

数
〈
六
十
五
歳
以
上
人
口
．
｜
・
十
五
～
六
十
四

歳
人
口
）
が
上
昇
し
始
め
る
の
は
四
十
～
五

十
年
後
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
両
者
の
指
数

の
合
計
で
あ
る
従
属
人
口
指
数
は
ピ
ー
ク
か

ら
低
下
を
つ
づ
け
、
最
低
の
水
準
（
谷
）
に

達
す
る
。
従
属
人
口
指
数
は
、
多
く
の
場
合

に
Ｖ
字
形
の
推
移
を
示
す
の
で
あ
る
。

こ
の
期
間
は
、
人
口
の
扶
養
負
担
が
軽
減

す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
社
会
経
済
の
発

展
に
と
っ
て
は
有
利
な
条
件
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
本
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
一

九
五
○
～
九
○
年
の
四
十
年
間
で
あ
り
、
高

度
経
済
成
長
の
時
期
に
対
応
し
て
い
た
。
国

連
で
は
、
こ
の
期
間
の
こ
と
を
人
口
ボ
ー
ナ

ス
と
名
づ
け
て
、
各
国
が
発
展
の
戦
略
を
展

開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
た
。

図
２
は
、
ア
ジ
ア
の
九
ヵ
国
に
つ
い
て
各

国
の
統
計
と
国
連
推
計
（
二
○
○
○
年
推
計
）

を
用
い
て
計
算
し
、
そ
れ
を
図
１
と
同
じ
時

間
軸
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
資
料
は
凶
に

よ
る
）
。
人
口
ボ
ー
ナ
ス
に
関
し
て
は
、
日
本

や
韓
国
で
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
東
南

ア
ジ
ア
の
国
で
は
そ
れ
は
二
十
一
世
紀
の
第

一
回
半
期
ま
で
は
つ
づ
く
と
予
測
さ
れ
る
の

高
齢
化
は
、
高
齢
者
の
生
活
と
生
活
意
識

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
こ
れ
は
伝
統

的
な
生
活
文
化
や
価
値
観
が
根
づ
よ
く
残
っ

て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
々
に
お
い
て
も
、
例
外

で
は
あ
り
え
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

高
齢
化
が
ア
ジ
ア
の
近
代
化
の
帰
結
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
増
加
す
る
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
し
て
の
高
齢
者
は
、
そ
の
生
活
面
か
ら
実

態
的
な
変
化
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

生
活
面
の
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討
す
る
紙

面
の
余
裕
が
な
い
の
で
、
詳
し
く
は
本
稿
末

の
文
献
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は

居
住
形
態
（
リ
ビ
ン
グ
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

の
変
化
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ア
ジ
ア
の
場
合
、
昔
も
今
も
高
齢
者
は
家
族

を
そ
の
生
活
の
第
一
の
拠
り
所
と
し
て
き
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
社
会
状
況
の
出
現
は
、
そ

の
家
族
の
機
能
を
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
り
、
旧

来
の
家
族
の
枠
組
み
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
生

で
、
こ
れ
を
有
利
な
条
件
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

］亘
一一

居
住
形
態
の
恋

1３



活
の
あ
り
方
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

移
住
形
態
と
は
、
主
と
し
て
親
子
の
同
居
・

別
居
に
着
目
し
た
家
族
形
態
の
こ
と
で
、
近

代
化
の
進
む
前
の
社
会
で
は
あ
え
て
こ
の
概

念
を
用
い
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
居
住
形
態

は
家
族
（
あ
る
い
は
世
帯
）
の
中
で
完
結
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
化

に
伴
っ
て
親
子
の
居
住
形
態
は
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
都
市
化
の
進
展
に
つ

れ
て
都
市
的
な
生
活
様
式
が
一
般
化
し
、
都

市
に
住
む
新
中
間
層
の
若
い
世
代
の
世
帯
分

離
が
進
ん
だ
。
農
村
地
方
に
両
親
が
住
み
、

若
い
世
代
が
都
市
で
家
族
形
成
を
行
う
こ
と

が
、
日
本
で
は
も
と
よ
り
韓
国
や
台
湾
で
も

普
通
の
こ
と
と
な
っ
た
。

彼
ら
は
、
親
子
で
別
世
帯
を
つ
く
っ
て
い

る
が
、
家
族
と
し
て
の
き
ず
な
は
決
し
て
と

ぎ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
最
も
典
型
的
な
例

は
、
最
近
の
日
本
の
大
都
市
近
郊
に
み
ら
れ

る
一
一
世
帯
住
宅
や
同
一
敷
地
内
で
の
居
住
で

あ
る
。
日
本
の
場
合
、
親
世
代
が
豊
か
に
な

り
、
経
済
的
な
自
立
が
可
能
に
な
り
、
日
常

生
活
は
親
子
で
別
々
に
す
る
が
、
家
族
と
し

て
精
神
的
な
つ
な
が
り
は
密
接
に
維
持
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
み
ら
れ
る
。

他
の
ア
ジ
ア
の
国
の
家
族
に
、
こ
の
よ
う

な
折
し
い
居
住
形
態
は
多
く
は
み
ら
れ
な
い

に
し
て
も
、
社
会
保
障
制
度
の
整
備
な
ど
に

よ
り
高
齢
者
の
経
済
的
自
立
が
進
め
ば
、
別

居
が
一
般
化
す
る
可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
居
住
形
態
の

変
化
が
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の
確
保
に
と
っ

て
常
に
望
ま
し
い
方
向
に
作
用
す
る
と
は
限

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
今
後
の

高
齢
化
対
策
の
課
題
を
箇
条
書
き
的
に
述
べ

て
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
の
課
題
は
、
家
族
の
変
化
と
り
わ
け

高
齢
者
の
居
住
形
態
の
変
化
へ
の
対
応
で
あ

る
。
そ
の
際
、
東
ア
ジ
ア
の
敬
老
思
想
と
そ

れ
に
も
と
づ
く
家
族
の
老
親
扶
養
の
機
能
に

ど
う
対
処
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
年
金
制
度
の
整
備
で
あ

る
。
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
国
民

年
金
的
な
制
度
が
な
い
の
で
、
そ
の
確
率
が

不
可
決
で
あ
る
。

第
三
の
課
題
は
、
高
齢
者
の
た
め
福
祉
施

］□
末
の
三
・
悪

設
と
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
充
実
で
あ
る
。

こ
の
点
で
は
、
日
本
の
事
例
が
ア
ジ
ア
の
国
々

に
と
っ
て
大
い
に
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
よ
い
生
活
環

境
の
整
備
と
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
四
の
課
題
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
活

動
の
促
進
で
あ
る
。
老
後
の
生
き
が
い
の
追

求
は
共
通
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
生
き
が
い
実
現

の
た
め
に
社
会
参
加
は
必
須
の
条
件
で
あ
る
。

第
五
の
課
題
は
、
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
・

増
進
で
あ
る
。
健
康
は
人
生
の
最
高
の
価
値

で
あ
り
、
高
齢
化
対
策
の
中
の
中
心
で
あ
る
。

川
嵯
峨
座
晴
夫
『
ア
ジ
ア
の
高
齢
者
」
『
季
別
雇
用

と
年
金
』
Ⅵ
１
４
１
９
９
６
年
、
弱
－
別
ぺ
Ｉ

》
ソ
。

②
嵯
峨
座
晴
夫
「
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
ロ
高
齢
化

と
関
連
す
る
所
問
題
」
『
老
年
社
会
科
学
』
辺
１
１
，

２
０
０
０
年
、
枢
Ｉ
旧
ペ
ー
ジ
。

⑧
嵯
峨
座
晴
夫
他
編
『
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
者
の

居
住
形
態
に
関
す
る
比
較
研
究
』
（
仮
題
）
早
稲
田

大
学
人
間
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
近
刊
）
。

側
嵯
峨
座
晴
夫
「
東
ア
ジ
ア
の
人
口
変
動
と
人
口

問
題
」
北
原
淳
編
『
変
動
の
東
ア
ジ
ア
社
会
』
青

木
書
店
、
２
０
０
２
年
、
妃
ｌ
お
ペ
ー
ジ
。
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機関誌『人ロと開発』投稿論文を募集

財団法人アジア人口・開発協会は機関誌一『人口と開発』で発表する論文を募集致し

ます。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するも

のを優先いたします。原則として掲載は各号１篇、原稿用紙400字詰めで20枚（8000字)。

また掲載論文の著作権は、財団法人アジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利

用を妨げるものではありません。また応募論文は未発表のものに限ります。

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人口・開発協会内で審査し採用原稿を決

定致します。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。同じ研究者による

異なった視点の論文も歓迎致します。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開く

ようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人口と開発に関する研究

を促進することを目的としており、大学院生をはじめ、若手研究者に門戸を開くもので
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、
口
コ
ミ
１
『東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
経
済
の
高
度
成
長

に
伴
っ
て
家
族
計
画
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
、

戦
後
の
人
口
爆
発
は
す
で
に
抑
え
ら
れ
つ
つ

あ
る
。
他
方
で
、
ま
だ
発
展
の
軌
道
に
乗
ら

な
い
貧
し
い
諸
国
、
特
に
農
村
地
域
に
お
い

て
は
、
依
然
と
し
て
出
生
率
が
高
く
そ
れ
が

貧
困
の
一
要
因
に
も
な
り
、
家
族
計
画
な
ど

に
よ
る
人
口
増
加
の
抑
制
が
依
然
と
し
て
貧

困
の
悪
循
環
を
克
服
す
る
た
め
の
重
要
な
戦

略
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
持
続
的

発
展
を
支
え
る
も
っ
と
も
重
要
な
資
源
は
、

豊
富
な
労
働
力
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
、
戦

は
じ
め
に
●

■
｜
デ
イ

外
‐
‐
□
△
『
４
Ｊ

イ

中
央
大
学
教
授
田

後
初
等
教
育
の
普
及
に
伴
っ
て
識
字
率
が
上

昇
し
、
労
働
の
質
的
な
改
善
が
大
き
く
進
め

ら
れ
た
結
果
、
安
く
て
質
的
に
優
れ
た
労
働

力
が
豊
富
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
労
働
力
が
、
ア
ジ
ア
経
済
の
輸
出
志
向

型
発
展
を
支
え
る
強
い
国
際
競
争
力
の
源
泉

に
な
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
度
成
長
の
エ
ン

ジ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

確
か
に
急
激
な
人
口
増
加
の
結
果
、
農
村

か
ら
の
流
入
に
伴
う
都
市
人
口
の
急
膨
張
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
と
都
市

環
境
の
悪
化
、
保
健
教
育
費
の
急
騰
、
高
い

水
準
の
都
市
失
業
率
な
ど
深
刻
な
社
会
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
解
決
の
た

め
の
社
会
的
な
費
用
は
、
人
口
爆
発
と
都
市

人
ロ■

農

中
拓
男

流
入
に
伴
っ
て
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
ま

た
、
貧
し
い
村
落
社
会
で
は
、
増
加
す
る
人
々

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
な

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
は
、
ま
だ
き
わ
め
て
未
整

備
な
状
況
に
あ
り
、
ま
す
ま
す
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
た
め
の
負
担
が
重
く
な
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
経
済
発
展
を
通
じ
た
人
々
の

生
活
水
準
の
引
き
上
げ
に
対
し
て
、
人
口
爆

発
は
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
。

長
期
的
な
戦
略
に
立
て
ば
、
人
口
増
加
の

経
済
発
展
に
対
す
る
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス

面
と
を
総
合
的
に
取
り
込
ん
だ
配
慮
が
必
要

に
な
る
。
単
に
出
生
率
を
低
く
抑
え
込
む
と

い
う
発
想
で
は
な
く
、
地
域
社
会
レ
ベ
ル
に

お
い
て
、
人
々
の
栄
養
、
教
育
、
保
健
衛
生

な
ど
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ニ
ー
ズ

の
一
層
の
充
足
、
増
大
す
る
労
働
力
の
質
の

向
上
と
急
速
な
人
口
増
加
率
の
適
切
な
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
い
う
多
面
的
な
取
り
組
み
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
農
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
地
域
住
民
の
協
力
連
携

体
制
を
強
化
し
、
共
同
体
と
し
て
集
団
的
な

ヨ
フ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
を
広
く
多
様
に

展
開
し
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
全
体
で

1６



コミュニティ開発と人ロ問題

１
．
２
表
に
は
、
貧
し
い
ア
ジ
ア
諸
国
の

出
生
率
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ニ
ー
ズ

の
充
足
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
貧
国
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
出
生

率
は
高
く
、
識
字
教
育
、
栄
養
水
準
、
保
健

衛
生
な
ど
の
面
で
も
低
い
充
足
状
況
に
止
ま
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
高
い
出
生
率
を
巡
っ
て

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
人
口
問
題
を
総

合
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

開
発
を
通
じ
た
人
口
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
重
要
に
な
る
。

貧
し
い
国
に
お
け
る
開
発
戦
略
の
基
本
理

１
、
貧
困
の
悪
循
環
と
高
い
出
生
率

●田中拓男くたなかたくお〉
1937年和歌山県生まれ

〈現職>中央大学経済学部教授、同大学院

経済学研究科委員長

く学歴>慶応大学経済学部卒業

同大学院経済学研究科修士課程お

よび博士課程修了

〈職歴>中央大学経済学部助手

同専任講師、助教授を経て現職

く専門>国際経済学、開発経済学、国際経

営論．計量経済学

く主な著書〉「貿易日本の活路」（共編箸）

有斐閣､1984年。「日本企業のグロー

バル政策｣中央経済社､1991年。『世

界経済の発展と国際協力」（繍著）

ジェトロ出版､1992年。「日米の経

済発展｣文眞堂、1993年。「アジア

太平洋の地域協力」（編著)、１９９４

年。「国際貿易と直接投資｣有斐閣、

1995年。「アジア経済の発展経路」

文眞堂、2000年。

社
会
的
に
貧
困
の
悪
循
環
が
働
い
て
い
る
。

そ
こ
で
貧
し
い
諸
国
で
出
生
率
が
高
く
な

る
要
因
を
需
給
両
面
か
ら
検
討
し
、
厳
し
い

社
会
的
環
境
が
ど
の
よ
う
に
高
い
出
生
率
に

直
接
的
に
関
係
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
中
で
出
生
率
の
抑
制

が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
か
、
具
体
的
に

念
は
、
人
々
が
こ
の
世
に
生
命
を
受
け
た
以

上
、
豊
か
で
幸
せ
な
生
涯
を
送
れ
る
よ
う
な

社
会
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
懸
命
な
努
力
の
中
で
人
々
は
よ
り
適
切

な
家
族
計
画
の
意
識
が
高
ま
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。

１表貧困と人口

資料：世界銀行「世界開発報告2003」

1７

国
１人あたりＧＮＰ

(ドル：2001年）
人口増加率（％）

(1990～2001年）
５歳以下の死亡率
(1000人当たり）

15歳以上の非識字率
(％）

ネパ－ル 250 ２．４ 1０５ 5８

カンボジア 270 ２．７ 1２０ 3２

バングラデシュ 370 １．８ 8３ 5９

ベトナム 410 １．７ 3４ ７

パキスタン 420 ２．５ 1１０ 5７

インド 460 １．８ 8８ 4３

インドネシア 680 １．６ 5１ 1３



考
察
し
て
い
こ
う
。

よ
り
多
く
の
子
供
を
持
ち
た
い
と
い
う
貧

困
家
庭
の
ニ
ー
ズ
は
、
貧
困
の
悪
循
環
の
中

で
家
族
の
収
入
の
低
さ
と
社
会
的
な
リ
ス
ク

の
高
さ
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。

親
の
収
入
が
低
く
て
生
存
水
準
ぎ
り
ぎ
り
の

状
況
に
お
か
れ
る
と
、
家
族
の
一
員
と
し
て

子
供
の
働
き
や
稼
ぎ
を
当
て
に
さ
れ
る
。
特

に
貧
し
い
地
域
の
農
業
で
は
き
わ
め
て
労
働

集
約
的
な
伝
統
的
生
産
技
術
を
そ
の
ま
ま
導

入
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
子
供
の
労
働
力

が
農
業
生
産
に
投
入
さ
れ
る
。
労
働
力
と
し

て
子
供
の
役
割
が
重
視
さ
れ
る
と
、
よ
り
大

き
な
家
族
を
持
ち
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
そ

れ
だ
け
高
く
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
、

児
童
労
働
に
依
存
し
た
工
業
製
品
に
対
す
る

貿
易
の
制
限
・
禁
止
な
ど
を
通
じ
て
、
児
童

労
働
禁
止
の
動
き
が
国
際
的
に
強
ま
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
子
供
の
将
来
に
対
す
る
社
会

高
い
出
生
率
の

需
要
サ
イ
ド
の
要
因

＊

的
な
保
護
と
い
う
視
点
か
ら
、
地
域
社
会
全

体
で
生
ま
れ
て
き
た
子
供
た
ち
を
大
切
に
育

て
る
た
め
の
社
会
的
な
育
児
・
教
育
計
画
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

貧
し
い
国
で
は
、
様
々
な
自
然
的
社
会
的

な
リ
ス
ク
は
非
常
に
強
く
、
低
い
収
入
の
家

庭
ほ
ど
こ
う
し
た
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る

抵
抗
力
は
弱
く
な
る
。
貧
し
い
家
族
の
将
来

の
生
活
に
対
す
る
不
安
が
高
く
な
る
と
、
そ

れ
だ
け
将
来
の
家
計
の
安
定
を
自
分
の
子
供

に
頼
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

生
ま
れ
た
子
供
の
死
亡
率
が
高
い
社
会
で

は
、
よ
り
多
く
の
子
供
を
産
む
こ
と
に
よ
っ

て
将
来
の
生
活
へ
の
安
心
感
を
高
め
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
出
産
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
く
な
る
。
実
際
、
子
供
が
多
く
な
る
ほ

ど
下
の
子
供
の
死
亡
率
が
高
く
な
り
、
続
け

て
ま
た
子
供
を
産
も
う
と
す
る
。

家
族
の
将
来
に
対
す
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の

た
め
の
出
産
ニ
ー
ズ
は
、
社
会
的
な
生
活
保

障
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
よ
り
弱

く
な
る
。
医
療
や
保
健
の
社
会
的
な
環
境
が

整
備
さ
れ
、
子
供
、
特
に
幼
児
の
死
亡
率
が

顕
著
に
低
下
す
る
と
と
も
に
、
家
族
は
多
く

の
子
供
を
産
む
必
要
性
が
な
る
。
産
ま
れ
た

２表劣悪な社会環境

資料：世界銀行「世界開発報告2003』

1８

国

安全な水の入手可能
な人口の比率(％）

(1990-96年）

衛生施設へのアクセス
カ句能な人口の1t率(%）

(1990-96年）

乳幼児死亡率(出生
1000人あたり）

(1998年）

避妊の普及率(％）
(15-49歳の女性）

(1990-98年）

合計特殊出生率(女
性１人あたり）

(1998年）

ネパ_ル 4４ ６ 7７ 2９ ４．４

カンボジア 1３ 102 ４．５

バングラデシュ 8４ 3５ 7３ 4９ 3.1

ベトナム 3６ 2１ 3４ 7５ 2.3

パキスタン 6０ 3０ 9１ 2４ 4.9

インド 8１ 1６ 7０ 4１ 3.2

インドネシア 6２ 5１ 4３ 5７ ２．７



コミュニティ開発と人ロ問題

出産に関する正

しい知識を学ぶ

主婦(ベトナム・

ゲアン省）

子
供
が
無
事
成
人
す
る
期
待
が
大
き
く
な
る

と
、
そ
の
家
庭
は
子
供
の
成
長
に
か
か
る
費

用
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
多
く
のilii雲篝lｉ

子
供
を
持
ち
た
い
と
言
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
あ
ま
り
働
か
な
く
な
る
。

貧
し
い
国
で
は
、
政
府
に
よ
る
社
会
的
な

保
障
が
き
わ
め
て
未
整
備
な
状
況
に
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
住
民
相
互
の
連
帯

感
を
強
め
て
集
団
的
な
相
互
扶
助
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
作
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
に
な
る
。
た

と
え
、
あ
る
家
族
に
将
来
万
一
の
危
険
性
が

あ
っ
て
も
、
い
つ
で
も
無
条
件
に
近
隣
の
人
々

が
経
済
的
に
助
け
合
う
と
い
う
形
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
が
進
め
ら
れ
る
と
、
個
々
の
家

族
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
多
産
に
よ
っ
て
将
来
の

経
済
的
保
障
を
考
え
る
必
要
性
も
そ
れ
だ
け

小
さ
く
な
る
。

地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
活
動
を
通
じ
て
相
互
補
助
の
社
会
保
障

制
度
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
後
に
見

る
よ
う
に
様
々
な
村
落
共
同
事
業
を
展
開
し

て
、
住
民
の
経
済
的
な
安
定
性
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

農
村
の
小
口
金
融
向
け
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
で
は
、
地
域
全
体
で
担

保
を
保
証
す
る
こ
と
で
貧
困
農
家
も
安
心
し

て
金
融
調
達
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
大
き
な

農
村
社
会
で
生
活
し
て
い
る
人
々
は
、
地

域
の
社
会
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
や
社
会
通
念

に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
あ

る
村
で
、
子
供
の
多
い
家
庭
が
一
般
的
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
、
若

い
世
代
の
カ
ッ
プ
ル
も
自
然
と
大
家
族
へ
の

志
向
が
強
く
な
る
。
避
妊
や
堕
胎
に
対
す
る

宗
教
的
な
忌
避
が
強
い
社
会
も
見
ら
れ
る
。

大
家
族
制
度
が
社
会
通
念
に
な
っ
て
い
る
と
、

次
の
世
代
の
人
々
は
そ
の
伝
統
的
な
価
値
観

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
く
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
地
域
レ
ベ
ル
の
社
会
開
発
の
中

で
、
社
会
教
育
を
通
じ
て
人
々
の
生
活
慣
習

の
改
革
、
衣
食
住
環
境
の
改
善
、
在
来
的
な

考
え
方
の
変
化
が
、
村
落
社
会
の
中
に
徐
々

に
浸
透
し
て
く
る
と
、
村
落
の
生
活
ス
タ
イ

ル
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

大
き
な
家
族
を
持
つ
こ
と
の
在
来
的
な
価
値

観
が
変
容
し
、
前
よ
り
も
少
な
い
子
供
を
冑

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

高
い
出
生
率
に
対
す
る

供
給
サ
イ
ド
の
要
因

＊
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て
な
が
ら
村
落
の
新
し
い
生
活
環
境
を
享
受

し
よ
う
と
い
う
カ
ッ
プ
ル
も
育
っ
て
く
る
。

単
な
る
出
産
抑
制
と
言
う
発
想
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
社
会
構
造
の
変
化
を
促
す
中
で
人
々

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
小
家
族
の
方
向
に
如
何

に
転
換
さ
せ
る
か
が
重
要
な
課
題
に
な
る
。

生
活
水
準
向
上
へ
の
意
識
が
そ
の
社
会
に
浸

透
し
て
く
れ
ば
、
確
実
に
よ
り
小
さ
な
家
族

生
活
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
る
。

家
族
計
画
の
知
識
が
普
及
し
て
い
な
い
社

貧
し
い
諸
国
の
人
口
問
題
は
、
単
に
出
生

率
の
抑
制
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
貧
困
の

悪
循
環
の
中
に
苦
悩
す
る
社
会
の
開
発
問
題

と
密
接
に
絡
ん
で
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
政

府
の
人
口
政
策
や
個
々
の
家
庭
の
家
族
計
画

だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
全
体
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
の
中
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
に

な
っ
て
く
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
で
は
、
地
域
の
住
民

が
主
体
的
に
参
加
し
て
「
住
民
の
問
題
」
と

２
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
促
進
と

人
口
抑
制
へ
の
取
り
組
み

会
で
は
、
計
画
的
な
出
産
が
行
わ
れ
ず
、
そ

れ
だ
け
出
生
率
が
高
く
な
る
。
子
供
の
出
産

を
計
画
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
家

族
計
画
の
知
識
や
避
妊
技
術
の
適
切
な
知
識

が
な
け
れ
ば
、
当
然
そ
の
家
族
の
出
産
の
抑

制
が
難
し
く
な
る
。
ま
た
、
そ
の
社
会
で
避

妊
や
堕
胎
の
た
め
の
費
用
を
十
分
負
担
で
き

な
け
れ
ば
、
た
と
え
家
族
計
画
の
知
識
が
あ
っ

て
も
実
際
に
出
産
抑
制
へ
の
効
果
は
高
く
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
地
域
社
会
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

し
て
生
活
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

貧
し
い
地
域
で
は
、
し
ば
し
ば
政
府
に
よ
る

外
部
か
ら
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

自
分
た
ち
の
生
活
環
境
の
改
善
を
進
め
た
い

と
い
う
地
域
住
民
全
体
の
主
体
的
な
ニ
ー
ズ

が
そ
の
中
で
尊
重
さ
れ
、
初
め
か
ら
積
極
的

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
、
地
域
住
民
の
活
力

が
よ
り
活
発
に
引
き
出
さ
れ
て
く
る
。
現
場

に
お
け
る
住
民
の
参
加
と
や
る
気
が
、
村
単

位
で
の
家
族
計
画
の
普
及
事
業
を
積
極
的
に

促
進
し
、
貧
困
の
悪
循
環
を
突
破
す
る
大
き

な
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
際
、
住
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
を

促
進
す
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
に
な
る
。
貧
し
い
国
で
は
、
地

域
開
発
の
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と

が
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
徐
々
に
経
験
を
積
ま
せ
て
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
、
あ
る
い
は
教
育
・
宗
教

関
係
者
な
ど
が
住
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地

域
開
発
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
彼
等
が
国
際
協
力
関
係
者
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な
開
発
成

果
を
上
げ
る
よ
う
に
な
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
中
で
も
っ
と
も
重

要
な
課
題
は
、
地
域
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ

社
会
教
育
、
特
に
家
族
計
画
の
普
及
と
栄
養

教
育
で
あ
る
。
貧
困
の
悪
循
環
の
中
で
農
村

地
域
の
識
字
教
育
の
普
及
に
対
し
て
様
々
な

障
害
が
見
ら
れ
る
が
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
校

教
育
の
普
及
だ
け
で
な
く
、
公
民
館
な
ど
を

利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
教
育
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2０



コミュニティ開発と人口問題

特
に
家
族
計
画
に
は
、
母
親
の
避
妊
に
関
す

る
知
識
ば
か
り
で
な
く
、
生
ま
れ
た
子
供
を

立
派
に
育
て
る
育
児
技
術
の
習
得
が
重
要
に

な
る
。

育
児
技
術
の
改
善
は
幼
児
死
亡
率
の
減
少

を
通
じ
て
さ
ら
に
よ
り
多
く
の
子
供
を
持
ち

た
い
と
言
う
ニ
ー
ズ
の

低
下
を
も
た
ら
す
。

厳
し
い
貧
困
の
中
で
貧
し
い
女
性
は
知
識

吸
収
の
機
会
が
限
ら
れ
て
く
る
。
日
々
の
生

活
に
密
着
し
た
社
会
教
育
に
よ
る
貧
し
い
女

性
の
教
育
支
援
は
長
い
目
で
み
て
非
常
に
大

き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

母
親
に
対
す
る
栄
養
教
育
が
子

供
の
健
康
と
成
長
を
左
右
す
る

（
ベ
ト
ナ
ム
・
ビ
ン
テ
ィ
ン
村
）

発
を
通
じ
て
地
域
全
体
で
家
族
計
画
に
取
り

組
む
と
、
地
域
の
社
会
的
通
念
の
変
化
を
も

た
ら
し
、
よ
り
少
な
い
子
供
を
育
て
る
と
い

う
風
潮
が
広
が
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
地

域
住
民
の
家
族
計
画
の
費
用
を
社
会
的
に
負

担
す
る
よ
う
な
地
域
の
連
帯
性
が
生
ま
れ
て

く
る
と
、
よ
り
効
率
的
に
よ
り
確
実
に
人
々

の
生
活
の
中
に
家
族
計
画
の
考
え
が
浸
透
し

て
い
く
。
政
府
の
人
口
政
策
よ
り
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
に
よ
る
地
域
住
民
の
主
体
的
な

取
り
組
み
の
方
が
よ
り
確
か
な
成
果
を
生
む

と
思
わ
れ
る
。

社
会
教
育
の
中
で
、
特
に
母
親
に
対
す
る

栄
養
教
育
や
保
健
衛
生
教
育
の
普
及
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

貧
し
い
農
村
で
は
、
栄
養
不
足
の
問
題
は

根
本
的
に
栄
養
に
対
す
る
知
識
の
欠
如
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
。
お
腹
が
空
い
た
か
ら
食

物
を
食
べ
る
と
い
う
だ
け
の
伝
統
的
な
生
活

ス
タ
イ
ル
で
は
、
必
要
な
栄
養
の
質
を
維
持

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
母
親
や
子
供
の
成
長

と
健
康
に
き
わ
め
て
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
母
親
の
栄
養
不
足
の
結
果
、
健

康
で
強
い
子
供
を
産
ん
で
育
て
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
、
幼
児
死
亡
率
の
上
昇
、
よ
り
大
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家
族
へ
の
志
向
な
ど
出
生
率
の
上
昇
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

手
洗
い
を
習
慣
づ
け
る
と
い
う
衛
生
知
識

の
普
及
や
、
農
村
に
お
け
る
病
気
の
巣
に
な
っ

て
い
る
汚
い
下
水
道
の

浄
化
施
設
な
ど
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
重

要
な
課
題
に
な
る
。
栄

養
教
育
と
同
時
に
保
健

衛
生
教
育
が
地
域
の
社

会
教
育
を
通
じ
て
普
及

し
て
い
く
と
、
健
康
な

母
子
の
増
加
が
そ
れ
だ

け
出
生
率
を
低
減
さ
せ

る
。
反
対
に
地
域
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
未
整
備

、
ン

な
農
村
地
帯
で
は
、
そ

て
力
じ
く

れ
だ
け
生
活
環
境
の
悪

通
る

を
れ

化
に
よ
る
高
い
幼
児
死

育
が
教
急

亡
率
を
引
き
起
こ
し
、

会
が

函
議
祠
貧
困
家
庭
で
よ
り
多
く

域
の
ン

の
子
供
へ
の
ニ
ー
ズ
が

地
ア
ペ

、
イ
ン
高
く
な
る
。

ど
テ
ノ

な
ン
プ

今
後
は
貧
し
い
農
村

宵
ラ
・

教
ボ
ア

字
手
ジ
に
家
族
計
画
を
ど
の
ょ

識
若
ポ
う
に
普
及
さ
せ
る
か
が

最
大
の
課
題
に
な
る
。

そ
の
際
、
貧
困
の
悪
循
環
の
中
で
家
族
計
画

の
社
会
的
費
用
を
よ
り
低
く
押
さ
え
、
よ
り

確
実
な
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
国
家
に

よ
る
家
族
計
画
の
支
援
政
策
も
重
要
で
あ
る

が
、
村
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
に
お
け

る
共
同
の
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
家
族
計
画
や
育
児
計
画
の
普
及
に

は
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
相
互

支
援
体
制
（
共
同
託
児
所
な
ど
）
を
強
化
し
、

特
に
地
域
の
社
会
教
育
（
公
民
館
教
育
）
な

ど
を
通
じ
て
地
元
の
リ
ー
ダ
ー
が
若
い
人
々

を
温
か
く
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

地
域
住
民
に
よ
る
村
興
し
運
動
（
例
え
ば

一
村
一
品
運
動
）
な
ど
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
、
地
域
社

会
が
経
済
的
社
会
的
に
徐
々
に
発
展
し
て
く

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
母
親
の
働
く
機
会
が
増
し

て
く
る
。
地
域
社
会
に
お
い
て
経
済
的
機
会

の
拡
大
は
、
母
親
に
と
っ
て
は
、
育
児
よ
り

も
他
の
活
動
に
向
け
る
時
間
を
選
択
し
た
い

と
い
う
誘
因
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
子
供
を

生
み
育
て
る
こ
と
の
機
会
費
用
が
よ
り
上
昇

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
大
家
族
へ
の

抑
制
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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コミュニティ開発と人口問題

地
球
環
境
問
題
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、

人
口
増
加
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
貧
し
い
諸
国
で
爆
発
す
る
人
口
の

抑
制
が
地
球
的
な
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
先
進
国
の
人
間
一
人
を
育
て
る
に

要
す
る
環
境
資
源
は
、
貧
し
い
諸
国
十
数
人

の
育
成
分
に
当
た
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
先
進
国
が
途
上
国
側
に

単
純
に
人
口
抑
制
だ
け
を
求
め
る
に
は
か
な

り
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
途
上
国
の

人
口
抑
制
支
援
の
国
際
協
力
は
必
ず
し
も
途

上
国
か
ら
素
直
に
歓
迎
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
人
口
問
題
へ
の
視
点
を
変
え
る
と
、

途
上
国
に
お
け
る
人
口
抑
制
は
、
地
域
レ
ベ

ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
よ
る
貧
し
い
生

活
の
質
的
向
上
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

単
に
人
口
抑
制
政
策
へ
の
支
援
と
い
う
よ
り

も
、
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
へ
の

支
援
と
い
う
よ
り
幅
広
い
政
策
課
題
に
な
っ

て
く
る
。

生
ま
れ
る
こ
と
と
育
て
る
こ
と
を
不
離
一

体
と
し
て
考
え
る
と
き
、
人
口
問
題
へ
の
国

３
、
日
本
の
国
際
協
力
へ
の
期
待際
的
な
支
援
協
力
の
意
義
は
非
常
に
大
き
な

も
の
に
な
る
。

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
一
つ
の
生
命
は
、

生
ま
れ
た
国
・
土
地
や
時
期
に
関
係
な
く
、

何
よ
り
も
ま
し
て
尊
厳
あ
る
存
在
で
あ
り
、

生
き
て
い
る
限
り
人
間
と
し
て
充
実
し
た
幸

せ
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
最
大
限
の
支
援
を

行
う
こ
と
が
、
人
間
と
し
て
最
大
の
善
行
で

あ
る
。
地
球
上
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
人
々
が
＋

億
近
く
も
い
る
事
実
に
接
す
る
と
、
我
々
の

富
の
一
部
を
問
題
解
決
に
積
極
的
に
投
入
す

る
こ
と
は
、
我
々
自
身
の
喜
び
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

日
本
の
国
際
協
力
は
、
今
後
ま
す
ま
す
家

族
計
画
の
普
及
を
中
心
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

開
発
事
業
へ
の
支
援
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
国

際
協
力
で
は
、
村
落
生
活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
た
め
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
充
実
や
、
社
会
教

育
を
通
じ
た
識
字
教
育
、
家
族
計
画
教
育
や

衛
生
保
健
・
栄
養
教
育
な
ど
、
基
礎
的
な
社

会
開
発
事
業
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
そ
の
際
、

現
地
の
人
々
と
共
同
し
て
、
地
域
村
落
の
社

会
的
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
家
族
計
画
な

ど
の
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
の
社
会
的
な
普
及
を
促

進
す
る
た
め
に
、
村
落
の
指
導
者
の
育
成
が

も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

国
際
協
力
の
現
場
の
担
い
手
と
し
て
、
社

会
開
発
分
野
に
お
け
る
多
様
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

の
支
援
が
今
後
の
重
要
な
戦
略
に
な
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
お
い
て
は
、
日
本
の
人
々

と
ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
異
文
化
コ
ラ
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

す
で
に
海
外
青
年
協
力
の
隊
員
が
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
諸
国
で
現
地
社
会
に
入
り
ゴ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
多
様
な
社
会
開
発
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
若
い
人
々
は
こ

う
し
た
活
動
に
対
す
る
共
鳴
の
心
が
非
常
に

強
く
、
す
で
に
隊
員
希
望
者
が
増
加
し
て
い

る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
は
専
門
的
な

知
識
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
現
地
の
リ
ー

ダ
ー
と
異
文
化
三
フ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

る
よ
う
な
活
力
と
創
造
性
が
求
め
ら
れ
る
。

（
写
真
は
、
い
ず
れ
も
Ｊ
－
ｃ
Ａ
提
供
）
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ネ
パ
ー
ル
の
政
治
状
況
は
ま
す
ま
す
混
迷

を
深
め
て
い
る
。
全
体
的
な
解
決
の
道
筋
が

示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
こ
の
五
年
間
は
、
共
闘

と
裏
切
り
、
戦
闘
と
和
平
、
合
従
と
連
衡
、

和
合
と
分
裂
、
暴
力
と
抵
抗
、
密
室
と
情
報

操
作
、
殺
害
と
報
復
…
…
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

政
治
的
操
作
が
秩
序
を
欠
い
た
ま
ま
横
溢
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
表
舞
台
に
立
っ
て

い
る
人
も
、
そ
れ
を
影
で
支
え
て
い
る
人
も
、

い
つ
の
間
に
か
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
人

も
、
国
家
の
将
来
よ
り
直
接
的
な
政
治
的
課

題
と
主
導
権
に
目
を
奪
わ
れ
、
全
員
が
「
権

力
」
と
い
う
魔
物
に
と
り
鱸
か
れ
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
激
し
い
闘
争
が
続
く
の
も
、

表
面
的
に
は
国
家
・
社
会
・
政
治
制
度
の
あ

り
か
た
を
め
ぐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
が

表
象
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
個
人

の
政
治
家
や
革
命
運
動
家
、
あ
る
い
は
各
グ

ル
ー
プ
の
存
在
証
明
と
政
治
生
命
（
時
に
は

本
当
の
生
命
）
を
賭
け
た
戦
い
で
あ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
に

＊

一
九
八
○
年
代
に
は
世
界
で
も
っ
と
も
治

安
の
よ
い
国
と
言
わ
れ
、
故
ビ
レ
ン
ド
ラ
国

王
が
提
唱
し
た
「
ネ
パ
ー
ル
平
和
地
帯
宣
言
」

が
世
界
の
百
カ
国
以
上
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

た
ネ
パ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
昨
今
で
は
軍
隊

と
マ
オ
イ
ス
ト
の
銃
撃
戦
、
爆
弾
テ
ロ
、
放

火
、
街
頭
デ
モ
、
強
制
ス
ト
ラ
イ
キ
、
資
金

の
強
要
な
ど
に
、
誰
も
驚
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
た
だ
、
政
治
の
混
乱
に
よ
る
治
安

の
悪
さ
と
経
済
の
停
滞
が
、
庶
民
の
生
活
を

不
安
に
さ
せ
人
々
を
苦
し
め
て
い
る
。

筆
者
は
文
化
人
類
学
を
専
攻
し
、
ネ
パ
ー

ル
の
文
化
・
社
会
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
の
こ
と

は
専
門
外
で
あ
る
が
、
こ
の
四
～
五
年
は
治

安
状
態
の
悪
化
で
、
現
地
調
査
が
非
常
に
や

り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

に
お
い
て
は
、
三
浦
雄
一
郎
氏
が
最
高
齢
で

エ
ベ
レ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
名
沖
サ
ガ
ル
マ
ー

タ
）
の
登
頂
に
成
功
し
た
こ
と
や
、
ヒ
ラ
リ
ー

卿
の
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
五
十
周
年
式
典
の

こ
と
は
報
道
さ
れ
て
も
、
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
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国王復権への布石か、議会制民主主義へのいまだ陣痛なのか

と
こ
ろ
が
、
原
稿
が
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
た

五
月
三
十
一
日
、
チ
ャ
ン
ド
首
相
が
突
然
辞

職
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
た
。

チ
ャ
ン
ド
内
閣
は
国
内
政
治
の
安
定
と
治
安

回
復
の
た
め
に
、
両
面
対
応
を
強
い
ら
れ
て

い
た
。
一
方
は
一
九
九
六
年
に
「
人
民
戦
争
」

を
宣
言
し
、
武
力
闘
争
を
通
し
て
実
効
支
配

を
拡
大
し
て
き
た
マ
オ
イ
ス
ト
（
共
産
党
毛

沢
東
主
義
派
）
と
の
和
平
協
議
を
模
索
し
継

続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
は
一
九
九
○

年
の
「
民
主
化
」
以
来
十
数
年
間
に
わ
た
り

状
況
が
詳
し
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
が

か
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
た
政
権
を
担
当
し
て
き
た
各
政
党
よ
る
、
昨
年

ヤ
ン
ド
首
相
が
突
然
辞
十
月
の
国
王
宣
言
に
反
対
す
る
共
同
闘
争
ヘ

ー
ス
が
入
っ
て
き
た
。
の
対
応
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
門
の
虎
、
後
門

内
政
治
の
安
定
と
治
安
の
狼
に
対
す
る
綱
渡
り
的
対
応
に
光
明
が
見

血
対
応
を
強
い
ら
れ
て
え
ず
、
課
題
で
あ
っ
た
総
選
挙
の
実
施
の
め

坐
六
年
に
「
人
民
戦
争
」
ど
も
立
た
な
い
こ
と
が
、
チ
ャ
ン
ド
首
相
辞

尹
を
通
し
て
実
効
支
配
任
の
大
き
な
理
由
と
言
わ
れ
て
い
る
。

オ
イ
ス
ト
（
共
産
党
毛
首
相
辞
任
後
、
各
政
党
は
そ
れ
ぞ
れ
首
相

和
平
協
議
を
模
索
し
継
候
補
の
擁
立
や
支
援
、
共
同
歩
調
を
模
索
し

ａ
他
方
は
一
九
九
○
て
い
た
・
統
一
共
産
党
（
Ｕ
Ｍ
Ｌ
）
の
ネ
パ
ー

米
十
数
年
間
に
わ
た
り
ル
書
記
長
が
有
力
候
補
と
さ
れ
た
が
、
一
本

化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
主

》
厩
繍
驚
》
蕊
腋
露
蘓
『
作

》》》一一『｛》》》》』旧》》」｝〔琲趾弧司硅
●
東
く
く
く
く

タ
パ
首
相
は
チ
ャ
ン
ド
氏

＊

混
迷
に
い
た
っ
た
経
緯
を
、
現
在
か
ら
時
間

を
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら
整
理
し
て
み
た
い
。

と
同
じ
国
民
民
主
党
（
Ｒ
Ｐ
Ｐ
）
に
所
属
し
、

国
王
親
政
的
な
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
時
代
二

九
六
二
～
一
九
九
○
）
に
三
回
、
首
相
を
務

め
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
○
年
の
民
主
化
後
の
複
数

政
党
に
よ
る
議
会
制
度
に
な
っ
た
以
降
も
、

一
九
九
七
年
十
月
か
ら
半
年
ほ
ど
首
相
と
し

て
内
閣
を
率
い
て
い
る
。
国
民
民
主
党
は
王

政
時
代
の
政
治
家
た
ち
が
主
導
し
て
創
設
し

た
政
党
で
あ
り
、
王
室
に
近
い
と
と
も
に
、

イ
ン
ド
と
も
強
い
絆
を
持
っ
て
い
る
。
’
九

二
七
年
生
ま
れ
で
も
う
す
ぐ
喜
寿
を
迎
え
る

タ
パ
氏
は
、
古
い
時
代
の
政
治
を
象
徴
す
る

重
鎮
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ン
ド
氏
に
続
い
て
、
再

び
国
会
を
無
視
し
て
国
王
の
任
命
と
い
う
か

た
ち
で
首
相
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
単
に

政
権
交
代
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
立
憲
君
主
・

議
員
内
閣
制
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
を
危
機

的
な
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
昨
年
十
月

の
国
王
宣
言
に
反
対
し
て
き
た
主
要
五
政
党

は
、
タ
パ
首
相
の
就
任
に
も
抗
議
し
、
首
相

へ
の
協
力
を
拒
否
し
た
。
国
王
任
命
は
憲
法

違
反
で
あ
る
と
い
う
声
も
強
い
。
｜
方
、
マ

オ
イ
ス
ト
は
チ
ャ
ン
ド
前
首
相
と
進
め
て
い
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た
和
平
協
議
を
タ
パ
首
相
と
も
継
続
し
て
行

う
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

今
後
も
街
頭
デ
モ
や
抗
議
集
会
が
続
発
す

る
こ
と
は
予
想
さ
れ
、
老
練
な
タ
パ
首
相
が

で
は
、
昨
年
十
月
の
国
王
宣
言
と
チ
ャ
ン

ド
首
相
就
任
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と

に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
○
○
｜
年
七
月
、
コ
イ
ラ
ラ
首
相
（
国

民
会
議
派
》
Ｎ
Ｃ
）
の
あ
と
を
継
い
で
首
相

に
就
任
し
た
の
は
、
同
じ
国
民
会
議
派
の
デ

ウ
バ
氏
で
あ
っ
た
。
デ
ウ
バ
氏
は
国
民
会
議

派
の
若
い
世
代
の
ホ
ー
プ
で
あ
り
、
’
九
九

五
年
九
月
か
ら
九
七
年
三
月
ま
で
首
相
を
務

め
た
経
験
が
あ
る
。
コ
イ
ラ
ラ
首
相
が
マ
オ

イ
ス
ト
問
題
に
対
応
が
で
き
ず
、
野
党
の
退

陣
要
求
を
呑
む
形
で
デ
ウ
バ
氏
が
就
任
し
た
。

二
○
○
二
年
五
月
、
デ
ウ
バ
首
相
は
国
家

非
常
事
態
宣
言
の
延
長
を
め
ぐ
っ
て
与
党
な

ら
び
に
議
会
と
対
立
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば

首
相
を
支
え
る
べ
き
与
党
国
民
会
議
派
の
コ

イ
ラ
ラ
総
裁
が
、
野
党
第
一
党
の
統
一
共
産

党
と
共
同
で
首
相
案
に
反
対
し
た
か
ら
で
あ

⑬ 辣
腕
を
振
る
っ
て
総
選
挙
実
施
や
和
平
協
議

を
ま
と
め
て
安
定
を
も
た
ら
す
か
、
さ
ら
に

状
況
が
混
乱
し
、
混
沌
と
し
た
中
で
暴
力
的

状
況
が
続
く
の
か
、
予
測
も
で
き
な
い
。

る
。
そ
の
結
果
、
デ
ウ
バ
首
相
は
国
会
下
院

を
解
散
し
、
半
年
以
内
の
総
選
挙
を
約
束
し

た
。
彼
の
グ
ル
ー
プ
は
国
民
会
議
派
か
ら
離

党
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
与
党
反
主
流
派
が

他
党
と
組
ん
で
首
相
に
対
抗
し
、
権
力
を
掌

握
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
、
民
主
化
以
降
の

ネ
パ
ー
ル
の
政
治
風
土
で
は
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昨
年
十
一
月
十
三
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
総
選
挙
は
、
地
方
の
治
安
の
悪
化

や
各
政
党
の
思
惑
が
絡
み
合
い
実
施
が
困
難

に
な
り
、
十
月
に
な
る
と
デ
ウ
バ
首
相
は
さ

ら
に
一
年
延
期
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ

の
よ
う
な
混
乱
状
況
の
中
で
、
十
月
四
日
、

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
突
然
に
勅
令
を
発
令

し
、
デ
ウ
パ
首
相
の
解
任
と
新
政
府
樹
立
ま

で
の
国
王
に
よ
る
全
権
掌
握
が
宣
言
さ
れ
た
。

こ
れ
が
、
上
記
の
国
王
宣
言
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
解
任
の
最
大
の
理
由
と
し
て
、
デ
ゥ
バ

内
閣
や
首
相
本
人
が
政
治
的
問
題
解
決
に
対

す
る
能
力
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
政
治
家
で
は
国
の
困
難
な

状
況
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
九
○
年
の
複
数
政

党
制
導
入
後
、
国
事
行
為
を
行
う
が
象
徴
的

存
在
で
あ
っ
た
国
王
が
、
は
じ
め
て
政
治
に

直
接
介
入
し
た
こ
と
に
な
る
。
四
十
一
一
年
前

の
一
九
六
○
年
、
現
国
王
の
父
親
で
あ
る
当

時
の
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国
王
が
、
ネ
パ
ー
ル
初
の

民
選
内
閣
で
あ
る
Ｂ
・
Ｐ
・
コ
イ
ラ
ラ
首
相

た
ち
を
逮
捕
し
て
、
国
王
親
政
体
制
を
打
ち

立
て
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
ネ
パ
ー
ル
人
も

少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ギ
ャ

ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
立
憲
君
主
制
と
複
数
政
党

議
会
主
義
の
遵
守
を
宣
言
し
、
王
室
に
近
い

国
民
民
主
党
の
ロ
ケ
ン
ド
ラ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー

ル
・
チ
ャ
ン
ド
氏
を
首
相
に
任
命
し
た
の
で

あ
る
。

当
時
の
報
道
を
見
る
と
、
汚
職
や
売
官
な

ど
で
腐
敗
し
た
政
治
家
が
一
掃
さ
れ
（
デ
ウ

バ
首
相
は
支
持
者
を
増
や
す
た
め
に
四
十
一

人
も
の
閣
僚
を
任
命
し
て
い
た
）
、
マ
オ
イ
ス

ト
問
題
を
本
当
に
解
決
で
き
る
可
能
性
の
大
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で
は
、
再
三
登
場
し
て
き
た
マ
オ
イ
ス
ト
、

す
な
わ
ち
「
共
産
党
毛
沢
東
主
義
者
」
と
は
、

い
か
な
る
政
治
集
団
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
マ

オ
イ
ス
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

谷
川
昌
幸
氏
Ⅱ
長
崎
大
学
Ⅱ
の
最
近
の
諸
論

考
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
）

ま
ず
要
因
の
第
一
と
し
て
、
民
主
化
以
降

の
地
方
の
治
安
と
経
済
状
況
の
悪
化
が
あ
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
国
王
を
頂
点
と
し
た

秩
序
が
崩
れ
、
誰
で
も
政
治
活
動
が
で
き
る

機
会
が
与
え
ら
れ
る
と
、
例
え
ば
、
「
貧
困
」

や
「
差
別
」
の
よ
う
な
政
治
的
言
説
が
武
器

と
な
っ
て
地
域
の
軋
礫
、
紛
争
を
引
き
起
こ

し
た
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
地
域
の
主
導
権

を
握
る
に
も
有
効
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

逆
に
、
大
政
党
や
警
察
・
軍
隊
が
介
入
す
る

き
い
国
王
が
登
場
し
た
こ
と
を
、
歓
迎
し
て

い
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

チ
ャ
ン
ド
内
閣
は
二
○
○
一
一
一
年
一
月
二
十

九
日
に
マ
オ
イ
ス
ト
と
停
戦
協
定
を
結
び
、

二
回
の
和
平
協
議
を
行
い
、
そ
れ
な
り
の
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
王
側
と
マ

マ
オ
イ
ス
ト
に
つ
い
て

⑬

口
実
に
も
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
実
践
的
に

「
貧
困
」
や
「
差
別
」
に
対
応
す
る
、
す
な
わ

ち
暴
力
的
手
段
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
っ

た
人
々
が
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

最
初
の
運
動
の
中
心
地
は
中
部
や
西
部
の
山

岳
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
に
は
「
人

民
戦
争
」
を
語
っ
て
警
察
署
を
襲
い
、
し
だ

い
に
実
効
支
配
地
を
広
げ
て
い
っ
た
。

個
々
の
地
域
の
実
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
一
般
に
地
主
や
金
持
ち
か
ら
は
「
税
金
」

を
収
奪
し
、
小
作
人
に
は
土
地
を
与
え
、
カ
ー

ス
ト
に
よ
る
差
別
を
受
け
て
い
る
人
の
た
め

に
宗
教
的
差
別
を
廃
止
し
、
女
性
の
社
会
的

役
割
を
積
極
的
に
支
持
し
た
と
言
わ
れ
る
。

オ
イ
ス
ト
の
連
携
に
よ
っ
て
、
政
治
シ
ー
ン

か
ら
の
後
退
を
恐
れ
た
国
民
会
議
派
を
は
じ

め
と
す
る
政
党
側
が
、
今
度
は
共
闘
し
て
チ
ャ

ン
ド
内
閣
を
揺
さ
ぶ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
が
今
回
の
辞
任
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

ま
た
、
学
校
を
作
り
、
子
供
た
ち
に
共
産
主

義
的
教
育
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
国
家
開
発
の
象
徴
で
あ
る
水
力
発

電
所
を
爆
破
し
、
村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
務
所
を
襲
っ
た
。
し
だ
い
に
カ
ト
マ
ン

ズ
な
ど
の
都
市
部
で
も
爆
弾
テ
ロ
を
し
か
け

る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
企
業
や
ホ
テ
ル
は

「
税
金
」
を
強
要
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆

者
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
奥
地
の
調
査
地
で
も
、
学
校

の
校
長
が
大
金
を
奪
わ
れ
、
抵
抗
し
た
副
村

長
が
殴
ら
れ
て
大
怪
我
を
し
、
息
子
を
無
理

や
り
兵
士
と
し
て
連
れ
て
行
か
れ
た
と
い
う

家
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
貧
者
、
被
抑
圧

者
、
被
差
別
者
の
味
方
」
と
「
暴
力
的
テ
ロ

リ
ス
ト
」
と
い
う
一
一
面
性
が
錯
綜
し
つ
つ
、

実
質
的
支
配
地
域
は
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。二
○
○
一
年
十
一
月
の
国
家
非
常
事
態
宣

言
発
動
後
、
マ
オ
イ
ス
ト
と
瞥
察
・
政
府
軍

と
の
戦
い
は
熾
烈
を
き
わ
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
翌
年
の
二
月
に
筆
者
が
ネ
パ
ー
ル
滞
在

し
て
い
る
間
も
、
ル
ク
ラ
の
飛
行
場
が
マ
オ

イ
ス
ト
に
襲
わ
れ
、
カ
ブ
レ
パ
ラ
ン
チ
ョ
ー

ク
の
警
察
署
へ
の
襲
撃
で
は
警
察
十
六
名
、

マ
オ
イ
ス
ト
三
十
名
が
死
亡
、
さ
ら
に
ア
チ
ャ
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ム
の
陸
軍
駐
屯
地
が
襲
わ
れ
－
一
百
名
近
く
の

治
安
部
隊
が
殺
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
に
は
広
場

一
面
に
並
べ
ら
れ
た
死
体
が
映
し
出
さ
れ
、

家
族
が
泣
き
叫
ぶ
姿
が
鮮
烈
で
あ
っ
た
。
翌

日
か
ら
は
政
府
軍
の
報
復
で
マ
オ
イ
ス
ト
の

こ
の
よ
う
な
混
乱
し
た
状
況
を
眺
め
て
い

る
と
、
一
九
九
○
年
に
「
民
主
化
」
運
動
を

起
こ
し
、
多
く
の
若
者
た
ち
の
犠
牲
の
う
え

で
、
よ
う
や
く
ネ
パ
ー
ル
国
民
が
手
に
し
た

「
民
主
主
義
」
と
「
複
数
政
党
議
会
制
度
」
は

何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
直
面
せ

ざ
る
を
え
な
い
。

一
九
九
○
年
四
月
に
憲
法
制
定
・
総
選
挙

実
施
の
た
め
の
バ
ッ
タ
ラ
イ
暫
定
政
府
か
ら

今
回
の
タ
パ
政
権
ま
で
の
た
っ
た
十
三
年
間

に
、
延
べ
十
一
一
人
が
首
相
に
就
任
し
て
い
る
。

国
民
会
議
派
、
国
民
民
主
党
、
統
一
共
産
党

の
三
大
政
党
は
い
ず
れ
も
政
権
に
つ
い
た
が
、

一
つ
の
内
閣
は
長
続
き
し
な
い
。
政
権
に
つ

く
と
与
党
内
の
反
主
流
派
が
内
閣
に
批
判
的

態
度
を
と
り
、
他
党
と
不
信
任
案
に
賛
成
す

る
と
い
う
こ
と
が
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
る

＊ 若
者
が
毎
日
何
十
人
と
殺
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
的
状
況
に
対
し
て
政
治

家
が
効
果
的
政
策
を
と
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、

国
王
が
表
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

か
ら
で
あ
る
。
連
立
の
相
手
も
く
る
く
る
変

わ
る
。
日
本
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
異

な
る
自
社
さ
き
が
け
連
立
政
権
が
で
き
た
と

き
は
驚
か
さ
れ
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
理
念

抜
き
の
連
立
や
分
裂
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
。し
た
が
っ
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
よ
う
な
暴

力
性
が
全
国
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
最
大
の

原
因
が
、
私
利
私
欲
と
政
争
に
あ
け
く
れ
る

政
治
家
と
政
党
に
あ
る
こ
と
は
多
く
の
人
が

認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
選
挙
の
と
き

だ
け
大
風
呂
敷
を
ひ
ろ
げ
、
権
力
の
た
め
に

は
同
じ
党
内
の
同
士
を
裏
切
る
よ
う
な
政
治

風
土
で
は
、
崇
高
な
政
治
理
念
を
掲
げ
た
り
、

国
家
の
将
来
図
を
描
い
た
り
、
疲
弊
し
た
農

村
を
救
え
る
は
ず
も
な
い
。

選
挙
に
当
選
す
れ
ば
誰
で
も
国
会
議
員
に

な
れ
、
国
会
で
多
数
派
を
形
成
す
れ
ば
誰
で

も
総
理
大
臣
に
な
れ
る
と
い
う
、
議
会
制
民

主
主
義
の
単
純
な
基
本
ル
ー
ル
が
、
ネ
パ
ー

ル
の
現
在
の
混
乱
し
た
政
治
状
況
を
招
い
て

い
る
と
思
わ
れ
て
仕
方
が
な
い
。

「
民
主
主
義
」
は
現
代
の
政
治
形
態
で
も
っ

と
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
広
く
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ネ
パ
ー
ル
で
も
「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
求
め
て
多
く
の
若
者
が
立

ち
あ
が
り
、
命
を
落
と
し
た
も
の
も
い
る
。

し
か
し
、
も
と
も
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は

周
知
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
「
デ
モ

ス
」
（
市
民
）
が
支
配
す
る
統
治
形
態
で
あ
り
、

こ
の
市
民
は
奴
隷
な
ど
を
除
く
全
人
口
の
六

分
の
一
程
度
の
人
々
で
あ
っ
た
。
最
初
か
ら

排
除
す
べ
き
人
々
を
線
引
き
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

ま
た
、
「
民
主
主
義
」
は
意
思
決
定
に
構
成

員
が
平
等
に
参
加
す
る
と
い
う
「
プ
ロ
セ
ス
」

が
重
要
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
制
度
自
体
が
自
己
目
的
化
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
理
念
な
き
政
治
に

プ
ロ
セ
ス
だ
け
を
重
視
し
て
も
意
味
が
な
い
。

｜
方
、
「
民
主
主
義
」
は
「
政
治
力
」
を
も
っ

た
言
説
と
し
て
も
語
ら
れ
て
き
た
。
実
は
、
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②
ネパー

文化淵

ｔｉ召

崎大号

ネパー

②
歴代Pｔ

パールの最新情報の多くはパタンにあるネパール環境

化総合研究所（ＮＥＣＲｌ）とインターネットｂｉｎ

ｉを参照した。マオイストに関しては谷川昌幸氏（長

大学）の諸稿、歴代内閣の動向と日時に関しては日本

パール協会の会報を参照した。

ネ
パ
ー
ル
の
王
政
時
代
の
政
体
も
正
確
に
は

「
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
民
主
主
義
」
だ
っ
た
の
で

あ
り
、
「
民
主
主
義
体
制
」
を
「
民
主
化
運
動
」

が
倒
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き

は
重
苦
し
い
王
政
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
ネ
パ
ー

ル
の
行
く
手
に
光
が
待
っ
て
い
る
と
誰
も
が

感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、

自
由
や
平
等
や
差
別
の
撤
廃
、
あ
る
い
は
平

和
と
安
定
を
互
い
に
標
梼
し
な
が
ら
、
憎
し

み
合
い
、
殺
し
合
い
、
権
力
を
握
ろ
う
と
す

照

内閣の就任時期と政党名、連立相手は以下の通り。

Ｃ＝国民会議派、Ｃ－ＵＭＬ＝共産党統一マルクス・

－ニン主義派、ＲＰＰ－国民民主党、ＮＳＰ＝友愛党、

－ＭＬ＝共産党マルクス・レーニン主義派

Ｎ
し
Ｃ

90年４月バツタライ首相(ＮＣ）（憲法制定・総選挙の

ための暫定政府）

る
＋
数
年
で
あ
っ
た
。
「
混
乱
し
た
民
主
主
義
」

と
「
秩
序
あ
る
王
政
」
の
ど
ち
ら
が
、
一
般

の
庶
民
の
心
に
届
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
「
民
主
主
義
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
政

治
家
た
ち
が
無
視
し
て
き
た
か
ら
な
の
か
、
「
民

主
主
義
」
の
制
度
を
支
え
る
理
念
が
ネ
パ
ー

ル
国
民
の
中
に
育
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
「
民
主
主
義
」
と
い
う
外
来
の
思

想
が
ネ
パ
ー
ル
の
土
着
の
土
壌
で
不
適
応
を

起
こ
し
て
い
る
の
か
…
…
は
た
ま
た
、
「
民
主

91年 ５月コイララ首相(ＮＣ）（総選挙で205席中110席

獲得）

94年11月アデイカリ首相(Ｃ－ＵＭＬ）（総選挙で88議

席、第一党となる）

95年 ９月デウバ首相(ＮＣ）（ＲＰＲＮＳＰとの連立）

97年 ３月チヤンド首相（ＲＰＰ）（Ｃ－ＵＭＬ、ＮＳＰ

との連立）

97年10月タパ首相（ＲＰＰ）（ＮＣ、ＮＳＰとの連立）

98年４月コイララ首相(ＮＣ）（Ｃ－ＭＬとの連立から

Ｃ－ＵＭＬ、ＮＳＰの連立へ）

主
義
」
が
根
づ
く
ま
で
に
、
ど
こ
の
国
で
も

通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
痛
み
で
あ

り
、
こ
の
苦
痛
の
あ
と
に
は
大
き
な
希
望
と

安
定
が
待
っ
て
い
る
の
か
…
…
今
こ
の
時
点

が
、
王
政
復
権
と
議
会
制
の
岐
路
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し

で
も
自
国
民
同
士
で
殺
し
あ
う
よ
う
な
事
態

は
早
く
終
わ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

99年 5月バツタライ首相（ＮＣ）（総選挙で111議席獲

得）

00年 ３月コイララ首相（ＮＣ）

７月デウバ首相（ＮＣ）（後にＮＣは分裂）

10月チヤンド首相（ＲＰＰ）（国王による任命）

６月タパ首相（ＲＰＰ）（国王による任命）

01年

02年

03年
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国際人ロ問題議員懇

同部会（参議院議員

で）と活動報告をす
死贋士中

旧
動
報
告
と
拠
出
金
の
協
丈
－

１
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
謎

串
識
竺
后
屋
渥
胞

議
院
議
員
会
睾

ロ
問
題
議
員
銅

可
靴
干
会
で
Ｕ
町

｜
｜
｜
ロ
｜
｜
宅

〃
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ⅲ

市
ｒ
Ａ
“
７

ｒ
Ａ
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寸
塞
●
蒋
簿
擶
一
長
を

甲
十
七
堀
［
の
譲
習
自

区
△
に
后

旨
ヨ
Ｅ
二
二
■

報Ｐ匡
告一｜際

谷野桧
窒１首±

オ
ベ
イ
ド
事
務
局
長
は
、
日
本
政
府
か
ら

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る

二
○
○
三
年
度
拠
出
が
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
道
的
な
視
点
か

ら
、
前
年
度
と
同
水
準
を
確
保
し
た
こ
と
に

感
謝
し
、
人
口
問
題
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

で
日
本
か
ら
の
支
援
が
活
用
さ
れ
て
い
る
と

報
告
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
同
事
務
局
長
は
、
イ
ラ
ク

と
ス
リ
ラ
ン
カ
に
焦
点
を
あ
て
、
紛
争
地
域

で
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
に
つ
い
て
、
イ
ラ

ク
で
は
、
妊
産
婦
へ
む
け
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

や
医
療
施
設
の
構
築
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
強
調
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
医

療
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
北
東
部
を
中
心
に
、

質
の
高
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
性
的
暴
力
を
受
け
た
女

性
と
そ
の
家
族
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
ラ
ク
は
高
度
な
技
術
を
持
つ
人
的
資
源

が
豊
富
で
あ
り
、
現
在
物
資
の
補
給
を
中
心

に
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
現
状
で
は
治
安

な
ど
社
会
的
な
不
安
や
混
乱
を
解
消
す
る
こ

3０



オベイド女史が訪日

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
で
頻
発
し

て
い
る
レ
イ
プ
な
ど
は
ア
ラ
ブ
世
界
で
は
か

っ
て
経
験
し
た
こ
と
な
い
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
緊
急
状
態
の
中
で
女
性
を
保
護
す
る
人

道
的
な
活
動
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
イ
ラ
ク
に
比
べ
高
度
な
技

術
を
持
っ
た
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
そ
の

人
材
育
成
が
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
と
述
べ
た
。

こ
の
報
告
の
後
、
中
山
太
郎
会
長
が
日
本

の
財
政
難
に
つ
い
て
語
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
拠
出
を

減
額
す
る
財
政
当
局
か
ら
の
要
求
が
あ
る
が
、

日
本
と
し
て
人
口
問
題
の
重
要
性
は
十
分
に

認
識
し
て
お
り
、
厳
し
い
予
算
内
で
あ
っ
て

も
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
と
語
っ
た
。

加
藤
修
一
議
員
や
清
水
嘉
与
子
事
務
総
長

か
ら
は
、
平
和
構
築
や
女
性
の
地
位
向
上
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
具
体
的
に
行
わ

れ
て
い
る
か
、
と
質
問
。
同
女
史
は
、
ア
ラ

ブ
地
域
内
で
の
レ
イ
プ
問
題
を
例
に
、
女
性

や
そ
の
家
族
が
重
度
の
精
神
的
・
身
体
的
苦

痛
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
国
連
女
性

基
金
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
性
的
暴
力
の

問
題
を
含
め
、
「
女
性
の
安
全
保
障
」
の
た
め

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
の

前
日
、
オ
ベ
イ
ド
事
務
局
長
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
衷
驫
聿
務
所
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ミ
ッ
テ
イ
ー

会
合
と
新
聞
記
者
を
対
象
と
し
た
プ
レ
ス
・

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の

現
状
を
語
っ
た
。

は
じ
め
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
日
本

の
支
援
に
感
謝
し
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
っ

の
活
動
を
続
け
て
い
る
と
説
明
し
た
。

鹿
野
会
長
代
行
か
ら
は
、
実
施
さ
れ
て
い

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
は
ど
こ
か
ら
拠
出

さ
れ
て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
オ
ベ

イ
ド
女
史
は
、
日
本
か
ら
の
拠
出
な
ど
を
含

む
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
コ
ア
フ
ァ
ン
ド
（
通
常

事
業
予
算
）
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と

説
明
し
た
。

ま
た
、
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
イ

ラ
ク
新
法
で
行
わ
れ
る
活
動
の
中
に
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
の
事
業
は
想

定
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
是

非
、
日
本
か
ら
の
支
援
と
し
て
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
の
支
援
を
行
っ
て

で
の
記
者
会
見

て
最
貧
国
の
女
性
に
質
の
高
い
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
が
提
供
さ
れ
て
い

る
と
語
っ
た
。

こ
の
な
か
で
、
同
事
務
局
長
は
国
連
に
よ
っ

て
公
表
さ
れ
て
い
る
人
口
増
加
の
将
来
推
計

が
、
何
も
し
な
く
と
も
達
成
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
十
分
な
家
族
計
画
の
実
施
を
前
提
に

欲
し
い
と
要
請
し
た
。
こ
の
要
請
に
対
し
、

中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
が
、
〃
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の

総
意
と
し
て
、
イ
ラ
ク
支
援
の
中
に
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
の
支
援
を
含
め

る
よ
う
申
し
込
み
を
し
ま
し
ょ
う
〃
と
回
答

し
た
。

最
後
に
オ
ベ
イ
ド
事
務
局
長
は
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
実
情
を
把
握
す
る
た

め
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
国
勢
調
査
を
計
画
し
て

い
る
と
説
明
し
、
平
和
で
民
主
的
な
政
治
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
も
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
活
動
が
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
語
り
、

さ
ら
に
、
日
本
か
ら
の
協
力
に
感
謝
し
て
閉

会
し
た
。
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けTTwJIfliI
;鱗 算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は

達
成
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
世
界
的
に
見

れ
ば
、
急
激
な
人
口
増
加
が
今
な
お
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、
南
北
の
適
度
な
人
口
分
布
を

保
つ
た
め
に
も
、
途
上
国
の
人
々
が
安
価
で

利
用
し
や
す
い
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
う
け

ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

が,Ｉ
－

１ｊｉｉｉ
警
籔

ユ
ニ
式
判
甜

畷
鴬

。
←
‐
や
凶

ｉ

翌1111;111
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さ
ら
に
女
性
や
カ
ッ
プ
ル
が
、
子
供
の
数

や
出
産
の
間
隔
に
つ
い
て
自
分
た
ち
自
身
で

選
択
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
欠
か
せ
な
い
と
述
べ
近
年
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
が
重
視
し
て
い
る
啓
発
・
普
及
（
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
）
活
動
を
さ
ら
に
強
固
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

ま
た
同
女
史
は
出
席
者
か
ら
の
質
問
に
応

グ
エ
ン
・
テ
イ
・
ホ
ア
イ
・
ト
ゥ
・
ベ
ト

ナ
ム
国
会
社
会
委
員
長
を
団
長
と
す
る
、
十

二
名
の
ベ
ト
ナ
ム
国
会
社
会
委
員
会
の
代
表

団
が
六
月
七
日
～
十
五
日
ま
で
東
京
、
大
阪

を
中
心
に
来
日
し
た
。
目
的
は
ベ
ト
ナ
ム
人

研
修
生
の
日
本
で
の
失
綜
問
題
に
対
す
る
対

策
の
協
議
と
、
そ
の
研
修
の
現
状
、
効
果
な

ど
を
視
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
回
代
表
団
を
派
遣
し
た
ベ
ト
ナ
ム
国
会

社
会
委
員
会
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
会
の
常
設
委

員
会
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
構
成

メ
ン
バ
ー
は
ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
国
会
議

員
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
兼
ね
て
お
り
、
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

じ
る
形
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
資
金
援
助
を

停
止
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
反
対
す
る
、
ア

メ
リ
カ
国
民
の
市
民
運
動
「
三
千
四
百
万
人

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
触
れ
、
個
人
に
よ
る

支
援
な
ど
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
新
し
い
支

援
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
た
。

（
竹
本
将
規
）

｜
行
は
日
本
に
お
け
る
研
修
生
受
け
入
れ

業
務
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
（
財
団
法

人
国
際
研
修
協
力
機
構
）
を
は
じ
め
、
厚
生

労
働
省
、
衆
議
院
法
制
局
な
ど
を
訪
問
し
、

実
務
的
な
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
十
一
日

に
は
中
山
太
郎
・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
会
長
を
表
敬
し
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
人

口
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
前
議
長
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副

会
長
、
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
・
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
幹
事
長
、
南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事

務
総
長
と
会
談
を
行
い
Ⅲ
写
真
Ⅱ
人
口
と
開

発
問
題
を
中
心
と
し
た
、
日
越
関
係
の
強
化

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
（
楠
本
修
）

率
選
一
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人
ロ
と
水
１
１
に
｝
閑
す

る
取
組
み
に
つ
い
て

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
人
口
と
開
発
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
男
女
間
の
平
等
（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
）
、
女
性
の
地
位
向
上
三
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
）
問
題
に
つ
い
て
、
各
政
府
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
セ
ク
タ
ー
等
と
協
力
・
活
動

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
ロ
基
金
）
東
京

事
務
所
は
一
一
一
月
二
十
四
曰
、
国
連
大
学
で

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
（
Ａ

Ｃ
）
会
合
を
開
い
た
。
講
師
は
〃
第
三
回

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
〃
（
京
都
、
滋
賀
、
大

人
□
・
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
・

水
資
源

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ー
ト
氏
が
報
告

阪
で
開
催
）
に
参
加
し
た
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

本
部
人
口
開
発
部
主
任
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

リ
ー
ト
氏
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
〃
人
口
と
水
〃

に
関
す
る
取
組
み
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

し
て
い
る
が
、
近
年
は
人
口
と
開
発
、
貧
困

問
題
を
重
点
に
、
水
問
題
と
の
か
か
わ
り
も

含
め
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
人
口
開
発
部
が
作
成
し
た
〃
国

連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
の

各
国
政
策
計
画
ｌ
共
通
評
価
規
準
と
貧
困
削

減
計
画
〃
は
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
人

口
と
貧
困
・
水
資
源
・
地
方
と
都
市
政
策
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
・
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
の
問
題
点
を
挙
げ
、

い
く
つ
か
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
と
水
問
題
の
関
連
性

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
人
類
が
使
用
可
能
な
水
資
源
に
は
限
り

が
あ
り
、
し
か
も
人
口
増
加
に
伴
い
水
は
大

幅
に
不
足
し
、
関
連
す
る
様
々
な
問
題
を
よ

り
一
層
深
刻
な
も
の
に
す
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
と
、

一
日
一
ド
ル
以
下
で
生
活
し
て
い
る
人
口
に

関
す
る
統
計
を
分
析
す
る
と
、
出
生
率
と
貧

困
の
間
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
相
関
が
あ
り
、

子
供
を
多
く
産
む
多
産
な
女
性
ほ
ど
貧
困
に

あ
え
ぎ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
途
上
国
に
居
住

し
、
｜
方
、
先
進
国
で
は
あ
ま
り
子
供
を
生

ま
な
い
少
産
な
女
性
の
多
く
が
豊
か
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
口
と
貧
困
は
密
接
に
関

係
し
て
お
り
、
今
後
十
五
年
間
で
約
十
億
人

が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
増
加

す
る
人
口
の
七
五
％
は
一
日
一
ド
ル
と
い
う

最
底
貧
困
線
以
下
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
。

二
○
一
五
年
に
は
世
界
人
口
の
一
一
一
分
の
一
一
が

中
～
重
度
の
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

多
く
の
途
上
国
で
は
、
女
性
や
少
女
の
家

事
の
一
環
と
し
て
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
仕

事
が
含
ま
れ
、
毎
日
、
重
い
水
桶
を
担
ぎ
長

い
道
の
り
を
何
時
間
も
か
け
て
歩
く
過
酷
な

作
業
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
々
に
と
っ

て
重
い
負
担
で
あ
り
、
女
性
が
社
会
的
に
仕

事
に
就
く
機
会
を
減
ら
し
、
少
女
が
学
校
に

3３



行
く
時
間
を
奪
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
を
媒

介
し
た
疾
病
ニ
ラ
リ
ァ
な
ど
）
は
女
性
や

子
供
に
多
く
、
死
亡
や
流
産
に
よ
り
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

水
問
題
と
密
接
な
関
連
性
の
あ
る
人
口
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
課
題
と
し
て
は
、
貧
困
撲

滅
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
の
促
進
、
持
続
可
能
な
環
境
保
全
が
重

要
で
あ
る
。
も
し
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
個
人
や
家
族
単
位

に
十
分
に
供
給
し
、
各
国
が
徹
底
し
た
水
管

理
を
共
同
で
行
え
ば
、
水
危
機
を
避
け
る
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

今
回
の
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
総
入
場
者
数

二
万
三
千
九
百
九
十
五
人
、
会
議
全
体
に
加

え
て
三
百
十
五
の
分
科
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分

か
れ
水
問
題
を
多
様
な
面
か
ら
討
議
し
た
。

百
一
カ
国
が
参
加
し
た
閣
僚
級
会
議
で
は
閣

僚
宣
言
が
出
さ
れ
、
水
行
動
が
採
択
さ
れ
た
。

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
て

し
か
し
、
こ
の
閣
僚
宣
言
の
中
で
非
常
に

重
要
な
、

①
途
上
国
の
水
問
題
に
対
す
る
経
済
支
援
に

つ
い
て

②
人
口
問
題
と
水
の
関
係

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

と
水
問
題
の
三
点
が
欠
如
し
て
い
た
と
指
摘

し
、
こ
の
三
点
の
重
要
性
を
改
め
て
述
べ
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。

現
在
人
類
が
直
面
し
て
い
る
人
口
と
水
、

そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
は
極
め
て
深
刻
で
あ

り
、
何
ら
か
の
対
策
を
打
ち
出
し
、
適
切
な

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
そ
の
状
況
は
悪
化
す

る
一
方
で
あ
ろ
う
。
水
は
生
命
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
水
を
有
効
に

使
い
人
類
が
等
し
く
そ
の
恩
恵
を
享
受
す
る

た
め
に
は
、
水
資
源
の
適
切
な
保
護
・
管
理

が
今
後
の
行
方
を
大
き
く
左
右
す
る
。
今
回

の
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
採
択
さ
れ
た
閣
僚
宣
言

Ａ
Ｃ
会
合
に参
加
し
て

は
そ
の
カ
ギ
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
リ
ー
ド
氏
の
指
摘
に
も
あ
る

よ
う
に
そ
の
閣
僚
宣
言
に
は
、
重
要
な
要
因

が
欠
如
し
て
お
り
、
危
倶
を
抱
か
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

私
た
ち
は
現
在
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
直
視

し
、
今
後
の
展
望
を
描
き
な
が
ら
、
人
口
増

加
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
卜
問
題
が
軽
減
さ
れ
、
ひ
い
て
は
貧
困

の
軽
減
、
経
済
発
展
、
環
境
保
護
の
促
進
が

促
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
水
資
源
を
有
効
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
相
乗
効
果
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
木
村
亮
子
）
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東
北
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
。
海
外

技
術
協
力
事
業
団
開
発
調
査
部
実
施
課
、
建

設
省
研
修
の
後
、
社
会
開
発
協
力
部
開
発
調

・
査
課
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
業
部
次
長
、
無
償

資
金
協
力
調
査
部
基
本
設
計
調
査
第
一
課
課

長
、
人
事
部
人
事
課
課
長
、
派
遣
事
業
部
部

長
、
ア
ジ
ア
第
一
部
部
長
、
国
際
協
力
事
業

団
退
職
。
平
成
十
五
年
、
同
事
業
団
理
事
。

昭
和
一
一
十
二
年
生
ま
れ
。

京
都
大
学
法
学
部
卒
業
、
東
京
電
力
株
式

会
社
に
入
社
、
同
社
企
画
部
企
画
課
長
な
ど

を
経
て
、
東
京
デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社
出
向
、
東
京
電
力
多
摩
支
店
武
蔵
野
支

社
長
、
企
画
部
長
を
歴
任
。
平
成
十
一
年
取

締
役
原
子
力
本
部
副
本
部
長
、
常
務
取
締
役

企
画
部
・
経
理
部
担
当
。
同
十
五
年
取
締
役

副
社
長
に
就
任
。
昭
和
十
七
年
四
月
七
日
生

ま
れ
。

吐
血
四
冊

UbjE

肚
閉

牙田
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五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
に
ち
な
ん

で
総
務
省
が
発
表
し
た
人
口
推
計
に
よ

る
と
、
今
年
四
月
一
日
現
在
の
子
供
（
十

五
歳
未
満
）
の
数
は
千
八
百
一
万
人
と

昨
年
よ
り
十
七
万
人
減
り
二
十
二
年
連

続
の
減
少
と
な
っ
た
。
総
人
口
に
占
め

る
割
合
も
一
四
・
一
％
と
前
年
よ
り
○
・

二
ポ
イ
ン
ト
減
り
過
去
最
低
を
更
新
、

少
子
化
傾
向
を
反
映
し
た
。

総
人
口
に
占
め
る
子
供
の
割
合
は
一

九
五
○
年
に
は
一
一
一
五
・
四
％
と
三
分
の

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

｜
を
超
え
て
い
た
が
、
七
○
年
代
前
半

の
第
二
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム
期
を
除
く
と

減
少
傾
向
が
続
き
、
約
七
分
の
一
ま
で

低
下
し
た
。
三
歳
ご
と
の
年
齢
別
で
も

十
二
～
十
四
歳
が
三
百
七
十
七
万
人
（
総

人
口
の
三
・
○
％
）
に
対
し
、
○
～
二

歳
が
三
百
五
十
万
人
（
同
二
・
七
％
）

出
生
率
が
過
去
最
低
の
一
・
三
二
と

な
っ
た
が
、
国
が
出
産
に
関
与
す
べ
き

か
ど
う
か
、
少
子
化
対
策
の
根
本
部
分

で
議
論
が
割
れ
て
い
る
。
特
に
衆
院
で

審
議
が
大
詰
め
の
「
少
子
化
社
会
対
策

基
本
法
案
」
に
は
、
国
や
自
治
体
に
よ

型回

蝿阜澪雷塞晒噸娯罎轌鳧糯懸酔１Ｊ１１１１ＪⅦⅦ叩Ｊ一口■・一・
つ■・刀へ『■■・■■「鬮戯関与陰□■□■で論争

と
年
齢
が
低
い
ほ
ど
少
な
い
。

都
道
府
県
別
（
○
二
年
十
月
現
在
）

で
は
、
沖
縄
県
が
一
九
・
三
％
と
最
も

高
く
、
滋
賀
県
一
五
・
九
％
、
佐
賀
県

一
五
・
八
％
の
順
。
少
な
い
順
で
は
東

京
都
一
二
・
○
％
、
秋
田
県
一
三
・
一
％
、

高
知
県
一
三
・
三
％
・
外
国
と
の
比
較

で
は
、
米
一
一
一
・
二
％
、
英
一
八
・
九
％

に
対
し
大
幅
に
低
く
、
イ
タ
リ
ア
の
一

四
・
四
％
も
下
回
る
最
低
水
準
と
な
っ

て
い
る
。

少
子
化
は
今
後
も
進
み
、
○
五
年
に

は
一
四
％
を
、
十
四
年
に
は
一
三
％
を

割
り
込
む
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

【
大
平
祥
也
］

（
毎
曰
新
聞
一
一
○
○
三
・
五
・
五
Ｉ

朝
刊
）

る
不
妊
治
療
の
推
進
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
女
性
へ
の
心
理
的
な
圧
迫
も
指

摘
さ
れ
る
が
、
法
案
は
一
部
の
修
正
の

上
、
衆
院
内
閣
委
員
会
で
採
択
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

【
吉
田
啓
志
、
鈴
木
直
】

甲もｊｂ０ｒも●，くりくＩ１ｂｌＬＪｈりくＪｌＪＪＬノもｊくノーィ、ｄ０ｑノーひ０１日、ｄＧ１ｄ０５β■、‐ｆ１６０Ｊ６、ノー。０Ｊも８：Ｊ、ノー〈

一
少
子
化
社
会
対
策
一

一
基
本
法
案
一

一
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
目
的
一

一
と
し
、
不
妊
治
療
の
た
め
の
情
報
一

一
提
供
や
不
妊
相
談
、
不
妊
研
究
へ
一

一
の
助
成
金
▽
育
児
休
業
制
度
の
拡
一

一
充
な
ど
出
産
や
育
児
の
し
や
す
い
一

一
環
境
整
備
▽
休
日
・
夜
間
保
育
な
―

―
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
▽
児
童
一

一
手
当
や
奨
学
金
の
充
実
な
ど
経
済
一

一
的
負
担
の
軽
減
－
－
１
な
ど
を
盛
り
一

一
込
ん
で
い
る
。
ま
た
内
閣
府
に
「
少
一

一
子
化
社
会
対
策
会
議
』
を
置
き
、
一

一大綱の策定を義務付けている。一
一巳Ｊ～ＩｒＪ～くグーくｊくりく！ⅡくじくＤＰ～く〃ｒｌ８０ＩＤｆｐＩＢ：，～く’，、ｆ、ｆ，、’，』

蕊
381r37136r36

も<Ｕ
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「
子
ど
も
が
い
な
く
と
も

別
特
ｊ
２
４
０
１
７
４
７
８
０
１
３
４
２
２
８
１
７
１
９
７
８
１
４
０
４
７
２
９
１
５
１
２
４
４
１
６
６
５
８
９
６
８
０
２
６
２
６

県
計
年
２
４
５
８
８
５
５
８
４
４
２
２
，
２
８
４
８
５
３
４
８
４
８
４
４
１
２
２
２
８
５
５
４
８
４
８
４
８
８
２
５
４
５
４
５
５
７

抑
圧
さ
れ
な
い
社
会
と
い
つ

府
合
率
、
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

た
視
点
が
な
ど
「
平
成
版

道
た
生
道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

の
産
め
よ
増
や
せ
」
生
だ
」
。

都
見
出
海

奈
歌

児
■
に
殊
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

五
日
、
不
妊
に
悩
む
人
た

■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
ｕ
■
Ｂ
■
臣
■
ｓ
■
回
己
ロ
ロ
ロ
■
旬
■
■
■
ｕ
■
ロ
■
■
ロ
ロ
回
■
■
■
ロ
ロ
回
回
回
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
域
何
回
■
日
ロ
ロ
■
■
ロ
■
四
四
■
■
■
■
０
画
■
且
■
回
■
ロ
ロ
ｎ
口
■
■
■

争
つ
で
つ
く
る
「
フ
イ
ン
レ
ー

ジ
の
会
」
な
ど
女
性
グ
ル
ー
プ
九
団
体

法
案
に
は
不
妊
治
療
情
報
の
提
供
超
党
派
）
の
中
山
太
郎
会
長
は
「
自
己
い
。
議
連
に
呼
応
し
、
厚
生
労
働
省
は

の
代
表
が
会
見
し
、
法
案
反
対
を
ア
ピ
ー
や
助
成
と
い
っ
た
少
子
化
対
策
を
国
や
決
定
権
が
あ
る
の
は
当
然
。
人
口
政
策
今
国
会
に
、
自
治
体
や
大
企
業
に
少
子

ル
し
た
。

自
治
体
に
裸
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
文
で
成
態
く
、
藍
弘
曽
」
ハ
ー
ヘ
臓
房
、
）
て
し
し
献
賃
、
一
丁
功
↓
－
酊
乍
？
ｒ
｜
嶌
蔓
力
ブ
ナ

300万

５
４
３
２
１
０

200万

100万

0

法
案
に
は
不
妊
治
療
情
報
の
提
供

や
助
成
と
い
っ
た
少
子
化
対
策
を
国
や

自
治
体
に
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
文

で
は
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
者
が
誇

り
と
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」
の
実
現
を
う
た
っ
た
。

し
か
し
、
民
主
、
社
民
両
党
の
女
性

議
員
か
ら
「
女
性
の
自
己
決
定
権
尊
重

の
考
え
に
逆
行
し
、
心
理
的
圧
迫
を
加

え
る
」
な
ど
と
異
論
が
続
出
。
四
日
の

与
野
党
間
の
修
正
協
議
で
は
、
前
文
に

「
結
婚
や
出
産
は
個
人
の
決
定
に
基
づ
く
」

と
の
一
文
を
挿
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
修
正
文
の
後
に
は
、
「
家
庭

や
子
育
て
に
夢
を
持
ち
…
…
」
と
文
言

が
続
く
と
あ
っ
て
、
女
性
団
体
は
「
修

正
案
も
、
女
性
の
自
己
決
定
権
が
制
限

さ
れ
て
当
然
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
」

と
納
得
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
弁
連

や
日
本
家
族
計
画
協
会
も
慎
重
審
議
を

求
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
法
案
を
提
出
し
た
少

子
化
社
会
対
策
議
連
（
共
産
党
を
除
く

’
’
○
○
二
年
の
合
計
特
殊
出
生

率
が
一
・
三
二
と
な
り
、
過
去
最

低
を
更
新
し
た
。
日
本
の
人
口
減

少
は
さ
ら
に
早
ま
り
そ
う
だ
。

解
説
部
榊
原
智
子

〈
本
文
記
事
一
面
〉

超
党
派
）
の
中
山
太
郎
会
長
は
「
自
己

決
定
権
が
あ
る
の
は
当
然
。
人
口
政
策

で
は
な
く
、
産
み
た
い
人
が
安
心
し
て

産
め
る
社
会
を
目
指
す
の
が
趣
旨
だ
」

と
説
明
す
る
。
五
日
発
表
さ
れ
た
デ
ー

タ
で
も
少
子
化
は
急
速
で
、
自
民
党
内

に
は
「
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
ば
か

り
で
は
、
少
子
化
対
策
な
ど
で
き
な
い
」

（
厚
生
族
幹
部
）
と
い
っ
た
意
見
が
根
強

…
…

函團

■■■鑿■■

■■震■
■濤欝■

■■薑■

厚
生
労
働
省
が
五
日
公
表
し
た
「
二

○
○
二
年
の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
」

で
、
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数

を
示
す
合
計
特
殊
出
生
率
が
前
年
よ
り

○
・
○
一
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
一
・
三

二
に
な
っ
た
。

政
府
は
昨
年
一
月
、
将
来
の
人
口
推

計
を
五
年
ぶ
り
に
ま
と
め
、
少
子
化
の

い
。
議
連
に
呼
応
し
、
厚
生
労
働
省
は

今
国
会
に
、
自
治
体
や
大
企
業
に
少
子

化
対
策
の
行
動
計
画
作
り
を
義
務
づ
け

た
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
案
」

を
提
出
。
同
省
幹
部
は
「
基
本
法
エ
ン

ジ
ン
に
な
る
の
が
推
進
法
案
」
と
語
っ

て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
三
・
六
・
六
Ｉ

朝
刊
）
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傾
向
が
こ
れ
ま
で
の
予
想
を
超
え
て
進

ん
で
い
る
と
し
て
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
昨
年
の
人
口
推
計

で
「
一
・
三
一
一
一
」
に
な
る
と
見
て
い
た

二
○
○
二
年
の
出
生
率
が
、
実
際
に
は

そ
れ
を
下
回
っ
た
こ
と
で
、
少
子
化
の

傾
向
が
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な
い
ば
か

り
か
、
む
し
ろ
見
通
し
よ
り
さ
ら
に
進

む
可
能
性
が
出
て
き
た
と
い
え
る
。

昨
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
も
、

二
○
○
｜
年
よ
り
一
万
七
千
人
少
な
い

百
十
五
万
四
千
人
で
戦
後
最
低
だ
っ
た
。

戦
後
の
出
生
数
は
、
終
戦
直
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
ピ
ー
ク
を
描
き
、
そ
の
二
世

が
生
ま
れ
た
一
九
七
三
年
後
前
後
に
第

二
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
三
世

が
生
ま
れ
る
時
期
に
あ
た
る
過
去
四
、

五
年
は
一
貫
し
て
減
り
続
け
、
第
三
の

ピ
ー
ク
は
つ
い
に
兆
候
す
ら
現
わ
れ
な

い
ま
ま
だ
。

同
時
に
発
表
さ
れ
た
夫
婦
の
平
均
初

婚
年
齢
は
男
性
二
十
九
・
一
歳
、
女
性

二
十
七
・
四
歳
と
上
昇
し
て
お
り
、
少

子
化
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
晩
婚
化

も
続
い
て
い
る
。
同
省
は
、
今
年
一
’

三
月
期
の
出
生
数
が
昨
年
よ
り
約
七
千

五
百
人
減
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
「
よ

ほ
ど
の
変
化
が
な
い
限
り
、
出
生
率
の

低
下
は
し
ば
ら
く
続
く
」
と
見
る
。

出
生
率
が
予
想
よ
り
下
が
っ
た
こ
と

で
、
二
○
○
七
年
か
ら
始
ま
る
と
見
ら

れ
て
い
た
総
人
口
の
減
少
が
二
○
○
六

年
に
早
ま
る
と
の
見
方
も
強
ま
っ
て
い

る
。日
本
の
人
口
は
明
治
時
代
か
ら
急
速

に
増
え
、
’
九
○
○
年
の
四
千
四
百
万

人
が
二
○
○
○
年
に
は
一
億
二
千
六
百

九
十
二
万
人
に
増
大
し
た
。
こ
の
急
な

右
肩
上
が
り
カ
ー
ブ
が
、
間
も
な
く
人

口
減
少
に
転
じ
た
後
は
、
き
わ
め
て
低

い
出
生
率
の
た
め
に
同
じ
く
ら
い
の
急

カ
ー
ブ
で
下
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

二
○
○
○
年
の
出
生
率
（
一
・
三
六
）

と
年
齢
別
生
存
率
が
将
来
も
一
定
と
す

れ
ば
、
五
十
年
後
に
人
口
は
八
千
九
百

七
十
万
人
、
百
年
後
に
は
ほ
ぼ
三
分
の

一
の
四
千
四
百
四
十
万
人
に
な
る
と
い

う
試
算
も
あ
る
。

急
激
な
人
口
減
少
は
、
人
口
増
を
前

提
に
し
て
き
た
日
本
の
社
会
・
経
済
シ

ス
テ
ム
に
大
幅
な
転
換
を
迫
る
。
幼
稚

園
や
小
学
校
の
統
廃
合
、
出
版
業
界
の

不
況
な
ど
、
若
年
世
代
に
か
か
わ
る
分

野
で
は
す
で
に
影
響
が
広
が
っ
て
い
る
。

少
子
化
の
加
速
は
、
高
齢
人
口
と
生
産

年
齢
人
口
の
比
率
を
急
激
に
変
え
る
こ

と
も
危
棋
さ
れ
て
い
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
先
月
ま
と
め
た
調
査
で
は
、
結
婚
後

五
’
十
四
年
の
出
産
期
に
あ
る
夫
婦
で

は
子
ど
も
を
二
人
以
上
待
つ
人
が
減
り
、

一
人
か
ゼ
ロ
と
い
う
人
が
増
え
た
。
一

方
で
、
理
想
す
る
子
ど
も
の
数
は
二
・

五
六
人
と
二
十
五
年
前
か
ら
ほ
ぼ
同
じ

水
準
で
、
「
子
ど
も
が
欲
し
く
て
も
産
め

な
い
」
社
会
の
広
が
り
が
示
さ
れ
た
。

都
心
部
で
「
昼
間
人
口
」
が
減
る
一

方
、
「
夜
間
人
口
」
が
増
え
て
い
る
こ
と

な
ど
が
、
都
の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。

一
九
六
○
年
の
集
計
以
来
、
昼
と
夜
の

人
口
差
が
初
め
て
減
少
に
転
じ
た
。

：
昼
は
前
回
比
○
・
六
％
減
千
百
十
一
一
万
人

…
夜
は
同
一
一
％
増
の
八
百
九
万
人

函

東
京
瑠
区
・
昼
丘
夜
人
口
差
減
る
。

国
政
っ
調
査
一
九
六
。
－
年
の
集
計
」
以
来
、
初

政
府
は
子
育
て
支
援
策
を
強
化
す
る

法
案
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
が
、

そ
の
裏
付
け
と
な
る
財
源
問
題
は
先
送

り
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
に
は
、
「
欲
し
い
人
が
産
め
る
」

社
会
へ
の
転
換
が
急
務
だ
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
三
・
六
・
六
ｌ

朝
刊
）二
○
○
○
年
の
国
勢
調
査
の
集
計
結

果
か
ら
都
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、

都
全
体
の
昼
間
人
口
は
九
五
年
に
比
べ

○
・
七
％
増
え
て
千
四
百
六
十
六
万
六

千
八
百
九
十
九
人
と
な
っ
た
が
、
区
部
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にゆ－すふお－らむ

で
は
同
○
・
六
％
減
の
千
百
十
二
万
五

千
百
三
十
五
人
だ
っ
た
。
区
部
の
昼
間

人
口
は
、
九
○
年
以
降
、
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
る
。

昼
間
人
口
が
多
い
千
代
田
、
港
、
新

宿
の
上
位
三
区
は
、
い
ず
れ
も
減
少
。

特
に
千
代
田
区
は
五
年
間
で
一
割
減
っ

て
八
十
五
万
五
千
百
十
二
人
と
な
り
、

最
も
減
少
率
が
高
か
っ
た
。
次
が
中
央

区
の
七
・
五
％
減
だ
っ
た
。
不
況
や
職

住
近
接
へ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

が
、
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

｜
方
、
区
部
の
夜
間
人
口
は
、
十
五

年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
二
％
増
の
八

百
九
万
一
一
千
二
百
六
十
八
人
。
増
加
率

が
最
も
高
か
っ
た
の
は
中
央
区
で
一

一
一
一
・
二
％
増
の
七
万
一
一
千
二
百
一
一
一
十
一
一
一

人
。
港
区
も
一
○
・
五
％
増
え
た
。
区

部
で
夜
間
人
口
が
減
っ
た
の
は
北
、
目

黒
な
ど
五
区
だ
け
で
、
都
心
回
帰
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

ま
た
勤
務
・
通
学
な
ど
で
他
県
か
ら

都
内
へ
流
入
す
る
人
口
も
、
七
五
年
の

集
計
以
降
、
初
め
て
減
少
に
転
じ
、
九

五
年
に
比
べ
六
・
二
％
減
の
三
百
十
四

万
四
千
六
百
四
十
四
人
だ
っ
た
。

（
読
売
新
聞
○
三
・
五
・
十
五
Ⅱ
東

京
版
）

１
１
１
「
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
「
１
１

一
一
・
二
Ａ
・
Ｐ
Ｄ
Ａ
・
賛
一
助
会
》
員
■
■
Ｌ
・
し
丁
・
一

一
口
．
■
！
ご
入
会
■
の
お
願
い
Ｌ
喜
一

一
一
一
〒
．
．
．
．
｜
・

一人口問題は、二十｜世紀の人類生存を左右する地球上の最も重要，な課題となっ―
―
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ー

ー
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
一

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
一

一
世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’
’
一

一
と
い
っ
て
も
過
一
一
一
一
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
一

一なのです。人口増加に伴う食料不足を補うための焼畑農業や、燃料としての薪伐一
一
採
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
｜
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
一

一
多
く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
ー

ー
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
一

一
困
に
悩
む
地
域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
一

一
や
福
祉
費
の
増
大
，
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
一

一
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。

》
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
Ⅲ
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一
鑿
鑿
蕊
蕊
譲
議
量
…
一

一何卒、あすの人類の明るい未来と、共存のために皆さまの尊いご協力を心から一
一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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－インド国一

ReportonlheBasicSurveyofPbpulaIionandDevelopment

mSoulheastAsianCountries

-India-
昭和58年度

1．中華人民共和国人口・家族計画基礎調査報告書

BasicSurveryonPopulationandFamUyPlanninginthe

People'sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作凋査研究根告搭

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告書

BasicSurvey(Ⅱ)onPopula[ionandFamilyPlamlinginthe

People1sRepubIicofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作凋査研究根告名

（中国語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調査

BasicSuweyReportonPopulationandFamilyPlanningin

tbeKingdomofNepal（英語版）

昭和59年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一インド国一

ReportonlheSurvevofRuralPopulationandAgricultulal

DevelopmentinAsianCountries

-India-（英語版）

5．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

6．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SurveyofUrbanization,LivingEnvironmentandWelfaにin

Bangkok-Data-（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告

一タイ国一

ReportonIheBasicSurveyofPopulationandDevelopment

inSouIheasIAsianCoumries

-Thfuilfmd-７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationmJapa、（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

３．日本の人口転換と農村洲発

DemographicTransilioninJapanandRuralDevelopmem

（英語版）

４．SurveyofFertilitvandLivingStandaldsinChmeseRuml

Areas-Dala-AllthehouseholdsoftwovillagesinJilin

Provincesurveyedbyquestionnaires（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水平的凋査報告

一対千杏林省両小村逃行全戸面談澗査的錆果一

＝銃ｉ＋編＝（中国語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一インドネシア国一

ReportontbeSuIveyofRuralPopulationandAgricultural

DevelopmenlinAsianCountries

-Indonesia-（英語版） 5．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RuralDevelopmenlandPopulationmJapan

（英語版）

ロ本衣11k衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PelkembanganPertanian，MasyarakatDesaDanKepexl-

dudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは､日本産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

ReportorltheBasicSurveyoIPopulationandDevelopmenl

inSouth⑨zuslAsianCountries

-Indonesia-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

昭和60年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－タイ国一

ReportonlheSurveyofRuralPDpulaｔｉｏｎａｎｄＡごicultural

DevelopmeminAsianCountries

-TI1ailand-（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborFbrceandDevelopmeminJapan（英語版）

５．人口と開発関連統計集

DemographicandSocio-EconomiclndicatorsonPopu]ation

andDevelopment（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告響6．スライド日本の産業発展と人口
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2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopulalionandDevelopment
inSouUle錘tAsianCountries

-China-（英語版）

－その原動力・電気一（n本語版）

IndusmaIDevelopmenIandPbpulationmJapan

-ThfJprimeMov己r-EIectriciW-（英語版）

日本的芦幽友展与人口

一其原効力一曳気一（中国語版）

Pembangunanlndus[ridankependudukandijepang

-PenggerakUtama-TengaListrik-

（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告詐

一タイ国一

4．日本の人口と家族

PopulationandlheFamilyinJapan（英語版）

７．ネパール王国人口・家族計画第二次基礎調査

ComplemenlaryBasicSurveyReporlonPopulationand

FamilyPlanninginthekingdomofNepaI
５．アジアの人口転換と開発一統計集一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsianCountries

-OverviewandStatisticaITables-

（英語版）

昭和62年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－１１華人民共和国一

Repo面ontheSurveyofRuralPopulationanｄＡｇ｢icultural

Devel(〕pmeI1tinAsiallCounIries

-China-（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（ロ本譜版）

FamilvandPopulationinJapan-AsianExperience-
（英語版）

日本的人口写家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告響

一中華人民共和国一

RepotontheBasicSurvevofPopulationandDevelopmenl
inSoutheastAsianCounlris

-China-（英語版）

7．ペルー共和脚人口家族計画基礎調査

平成元年度
３．アジア諸国からの労働力流山に関する調査研究報告書

一フィリピン図一1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一バングラデシュ同一

RepormntheSuweyofRuralPopuIationandAgricultural

Development-Bangladesh--（英語版）

４．１]本の人口と農業開発

Popula【iollandAgriculluralDevelopmentinJapan

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportontheBasicSurveyofPopuIationandDevelopmel1t

inSoutheastAsianCounmes

-Nepal-（英語版）

5．ネパールの人ｎ・開発・環境

Populalion,DevelopmentandEnvironmemmNepal
（英語版）

６．スライド

ｎ本の人口移動と経済発展（日本語版）

TheMigratoryMovementandEc〔)nomjcDevelopmentin
Japan（英語版）

ｎ本的人口移劫与馨済友展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonomiDi

Jepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流山に関する調査報告審

一マレーシア国一

４．日本の人口織造変動と閉発

一高齢化のアジア的視点一

StrucluralChangeinPopulationalldDevelopment

-Japan1sExperieEceinAgjng-（英語版）

７．トルコ国人口家族計画基礎調査

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を旧指して－（日本語版）

AginginJapan-ChallengesandPmspｅｃｌｓ－

（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面||岳挑UhI6-追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TanlanganMaWarakaILanjuHusiaJepang

昭和63年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

一ネパール１劃一

ReportonlheSurveyofRuralPopulationandA酊icLllturaI
DevelopmentinAsianCountries

-Nepal-（英語版）
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(インドネシア語版）

（本作品は、1990年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一中華人民共和国一

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmemandPopulmioninJapan

-TIendsandProspectsinthel990s-（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

S1r31egicMeasuIesfoTtheAgriculturalDevelopment

-CompamliveStrudiesonFiveAsianCoumnes-(英語

版）５．スライド

日本の地域開発と人口（、本譜版）

RegdnalDevelopmentandPopulationinJapan（英語版）
日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア諸剛の農村人口と農業開発に関する報告書

一フィリピン国一

ReportontbeSulvevofRuraIPopulationandAgricullural

Developmenl-Philippines-（英語版）６．アジアの労働力移動

Labor】vligrationmAsia（英語版）
2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一バングラデシュ国一

ReportonlheBasicSurveyofPopulationandDevelopment

irlSoulheastAsianCounlries

-Bamgladesh-（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告排

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationandAgricultuml

Developmem-Malaysia-（英語版） ３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告番

一インドネシア国一

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告惑

一ベトナム国一

ReportontheBasicSuwEyofPopulationandDevelopmcnt

inSoutheastAsianCounlries

-VietNam-（英語版）

４．日本の人口・開発，環境一アジアの経験一

PopulalionoDevelopmentandEnvironmen1inJapan

-AsiallExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

Environment,PopulalionandDevelopmeminJapan（英

語版）

日本的坏境・人口，汗友（中国語版）

LingkungalLPendudukdanPembangu､ａｎ」epang（イン

ドネシア語版）

（本作品は、1991年鋤日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告譜

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

明日に生きる－日本の産業露換と人口一(日本語版）

LivingfbrTomorrow－IndustrialTran$itionandPopula-

tioninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的芹』上鋳換与人口一（中国語版）

HidupUntukHariEsok-PeralihanStruktu「Induslri

DanPopulasiDiJepang-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

Prospec【sofUrbanizalioninAsia（英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告譜

一スリランカ国一

ReportonlheSurveVRuralPopulationandAgTicultural

Devdopment-SriLanka-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告謙

一ベトナム同一

ReportontheSurvevofRulnlPopulationalldAgricuhura］

Development-VielNam-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一フィリピン国一

RGpcrlonIheBasicSurveyofPopulatiollandDevelopment

inSoulheas【AsianCounmes

-Pl1iIippmes-（英語版）

2．東南アジア諾国等人口・開発基礎調査報告普

一スリランカ一

ReportomheBasicSurveyofPopulationandDevelopmenl
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２．アジア諸国の都市化と開発基礎調査報告響

一ネパール国一

ReporIonlheSurveyofUrbamzationandDeveIopmentm

AsianCountries-Nepal-（英語版）

inSoutheastAgWunCountries

-SriLanka-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に閲する調査研究

報告書一フィリピン国一

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告響一インド国一 4．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChaUengeandStralegyofAsianNations

-PopulationandSustainableDevelopment-

（英語版）

４．アジアにおける女'性のエンパワーメン卜

EmpowermentofWomeninAsia（英語版）

５．スライド・ビデオ

アジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ABriglltofGenderEquality-EmpowermentofWomen

mAsia-（英語版）

通性目掻之路一今日並洲女性一（中国語版）

HarpanCeqrahbagiPersamaan-KaumWanitaAsian

MerambahJalan-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一

（日本語版）

WomenandlheirChallelIges-Improvementsmthe

SlatusofWomenthePopulationoIJapan-

（英語版）

女性的挑哉一女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TanlanganKaumWanita-EmansipasiWaniladan

PopulasiJepang-（インドネシア語版）
平成８年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculluralandRuralDe-

velopmembyProgY巴ssStageinAsianCountries

-LaoPeopleIsDemocraticRepublic-（英語版）

平成６年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一インド国一

ReportontheBasicSurveVonAgriculturalandRuralDe‐

velopmentbyProgressStageinAsianCOuntries

-India-（英語版）

2．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一フィリピン国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelOpmentin

ASianCOunIries-Philippines-（英語版） 2．アジア諸国の都市化と開発調査報告番一タイ国一

ReportonIheSurveyofUrbamzationandDevelopmentin

AsianCountries-Thailand-（英語版）３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス国一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ベトナム画一４．２１世紀の人口・食轍戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodSlrategyfbr21stcenturv

-AsiaandWOrld-（英語版） ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women'sLaborParUcjpalionandEconomiCDevelopmentin

Asia-Strategytowa[d21Century-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChalIengeandDecisionlortheYear2025

-Populationlnc唾aseandFoodinAsia-（英語版）

向着2025年的夫断一正洲的人口増｣乏和根食一

（中国語版）

TekadUntukTahun2025-PertambahanPOpulasidan

PangandiAsia-（インドネシア語版）

５．スライド・ピデオ

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsforlheWomanofAsia（英語版）

111洲畑女的新厨程（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア語版）

平成9年度 平成７年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontbeBasicSuwevonAgriculturalandRural

DevelopmentbyPrO図｢essSta礫inAsianCountries

-LaoPeople1sDemocraticRepublic-

1．アジア諸国の発展段階別膿業・農村開発基礎調査報告

瀞一パキスタン国一

ReportontheBasicSurveyonAgTiculturalandRuraIDe

velopmenlbyProgressStagemAsianCounmes

-Pakistan-（英語版）

4３



２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDevelopmenlandHumanDevelopmentinAsia

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告啓

一中国一上海を中心に

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａlthinAsian

Countries-China-Focl1sonShanghai- ３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一マレーシア国一

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一バングラデシュ人民共和国一 ４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焦点として－

WaterCrisisintbeTwentyFirslCentuly

-ProspectofAsianPopUlationandDevelOpment-
平成12年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ミャンマー連邦一

ReportontheBasicSuweyonAgricultura]ａｎｄＲｕｍｌＤｅ

ｖｅｌｏｐｍｅｎｔｂｙＰｍｇｒ（BssStagemAsianCounbries

-鋤anmar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WaterisAlive-PopuIatjonandWaterResDurces-

（英語版）

水是有生命的人口与水辰源一（中国語版）

AiriluHidup-PendukdanSumderAir－（インドネ

シア語版）

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告響

一タイ国一

ReporlontheSurv管yofAgingandHealIhinAsian

Countries-ThHilHmd-
平成10年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一カンボジア国一

ReportontheBasicSuIveyonAgriculturalandRumlDe-

velopmentbyProgressStageinAsianCountrieｓ

－Ｃａｍｂｏｄｉｎ－

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一カンボジア国一

平成13年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告書

一カザフスタン国一

ReportonSulveyofAgricultumlandRuralDevelopmenIbased

onPopulaKionissues-TheRepubIicofKazakhstan

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一大韓民国一

ReportontheSurveyofAgilTgandHealthinAsian

CountrieS-TheRepublicofKorea-

2．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelopmentin

AsianCountries-Malavsia-

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一イラン国一

4.．発展の制約一中国・インドを中心に－

ConstrainsonDevelopment-FocusonChinaandlndia-３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告響一インド国一

５．スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア．水と食料の未来一

ＡWamingfromtheEarth-TheFuIureofAsia,Water

andFood-（英語版）

来自地球的警告一亜洲、水和鵜食的未来一（中国

語版）

PelingatandariBumi-MasaDepanAsia-AiTdanpan-

gan-（インドネシア諮版）

平成14年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告書

一ウズペキスタン国一

ReportonSurveyofAgriculluralandRuralDevelopmenl

basedmPopuIationlssues．－TheRepublicofUzbekis-

tan-（英語版）

2．アジア諸国の職業安定制度と腿用政策に関する調査研

究報告書一ベトナム国一（日本語版）
平成11年度

1．アジア諸国の発展段階別農業･農村開発基礎調査報告書

一モンゴル国一中央県,セレンゲ県を中心として－

RoportontheBasicSurveyonAgriculturalandRural

DevelopmembyProgressStageinAsianCoumries

-Mongolia-FccusonTovandSelenge-Aimang-
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た、人口と食綱安全保障に関するＡＩ平P、（人口と開発

に関するアジア議員フォーラム）特別迦営委員会で．

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・テイ，タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

１．『国際人ロ開発会騒行動肝画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行
動計画の要旨。同文書関連の出版物としては本邦初｡）

9．『国際食料安全保障・人ロ・開発職員会鰯(lMPFSPD)繊
事録01997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主催の世界食料サミット

ｌWFS)にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネーブで

開催された国際食料安全保障・人口・開発議員会議

（IIv⑱FSPD)の議事録｡同会議の成果は､世界食料サミッ

トで公式に配布され､またＷＴＯルジェーロ事務局長に

も桜井新・会議議長から手渡された｡）

２．『国際人ロ開発醗員会臓、醗事録』1995年（和文）

（内容；1994年カイロで国際人ロ開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議員会議である国際人ロ開発議

員会議の議事録。同会議には117カ国約300名の国会議

員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された｡）

３．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に関する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢献も併載｡）

10.国達人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人口基金出版物FoodfortheFutulBの日

本語版。人口増力１１の抑制と食料確保を行うために、女

’性の参加が不可欠であることをさまざまな具体例から

解きほぐしている｡） ４．『国際人ロ・社会開発麟員会蟻(lMPPSD)騒事録』1996
年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に関する国会議員会議議事録｡）

11．国連食粗農業機構(FAO)『リソース・シリーズ４世界

・食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

實営および世界食料サミット行動計画』､1997年(和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文鱈の日本翻訳の

決定版として高い評価を受けた｡）
５．黒田俊夫署『リソース・シリーズ１国運人ロ会墜,ｎ

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』､1996年(和文）

（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人口分野における世

界的大家である著者が､その推移を概観し､分析した｡）

12．『リソース・シリーズ５FiveYea幅fromlCPPD-国

際人ロ開発蟻員会議から５年一人ロと開発に関する国

会醗員会蟻宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え，

この機会に人口と開発に関する国際議員会議、地域議

員会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための資
料とした｡）

６．ToshioKurcdaoResourceSe『ies21IFromBucha

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula-

tionCcnIerences-0１，１９９６（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）13．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』
１９９８年（和文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に関するアジ

ア国会議員代表者会議」で呼びかけを行い、各国の人

ロ政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。

各国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、

類例を見ない｡）

７．『国際女性・人ロ・開発臘員会騒』、国際女性・人ロ・

開発蟻員会蟻(IMPGPD)鰄事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に東京で開催された国際女性・人口・開発議員

会議(IMPGPD)の議事録｡同会議には第４回世界女性会

議に対する各政府代表を中心とする国会議員が参ｶﾛし
た.）14．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』1998年（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSaI1dra

Postel署、WorldwatchPaperl32

DividingtheWaters:FbodSecurity,EcoSystemHeallh,and

theNewPoliticsofScarciIyの邦訳｡今後人類社会に大き

な制約を与えるのが．淡水資源の不足である。増え続

ける人口を支えるための磯業生産もまた淡水資源の逼

迫によって大きく制約を受けると考えられている。地

B，ＦＡＯ／UNFPAおよびポートン・ズアユグエン゛ティ゛

タン署、「リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国迎食料農

業機関(FAO)が国連人口基金との共同研究された、「人

口増加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ
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球は水の惑星といわれるが飲料や農業用に安定して使

用できる水の総迅は地球上の水の0.000008％に過ぎな

い。この水の総避は、有史以来変わっておらず、人口

が増加する分だけ、一人当たり使用できる水の堂はど

んどん減少しているのが現実だが、このことが十分に

認識されていない。人口増加を支えている地球の限界

が目の前に迫っていることに警告を発している｡）《日

本語版版権取得）

議では、国際人ロ開発会織(ICPD)から５年を経て、そ

の進捗を妨げる障害､AIDSなどの予想以上の蔓延など、

時代の変化をとり入れ、行動計画を実施する上で必要

となる指標や障害を解消するための具体的行動などを

国連加盟国が国連総会の場で協議し確認した。

19．人口と開発に関するアジア蟻風フォーラム第６回大会2000年

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人口と開発に関する議員フォーラム(AFPPD)が３年に

一度開催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人口

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人口と開発に関する国会議員活動

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、創

設者の佐藤隆・元農水大臣と、桜井新・現議長の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告書(ロ

本譜版)。同大会では1000年期鍛後の大会として、２０００

年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・開発問題に

関する国会議員の活動方針を協議し、その成果は「新

潟宣言」にまとめられた。

15．国運人ロ基金ｒ人類のための環境」１９９８年（和文）

（内容：国連人口基金出版物EnvironmentforPeople

の日本語版。人ロ問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を重視することが必要であ

るとの視点に立って、主に潔境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている｡）

16．リソース・シリーズBParIiamentarians1Activitieson

PopulationandDevelopment-HistoryofParIiamen-

tarians1Activitiesandit'sFindings‐1999年（英文、

－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)のために準備された出版物である｡この出版

物は1994年の国際人ロ開発会議以降の人ロと開発に関

するアジア議員フォーラムIAFPPD)を始めとし、アメ

リカ地域人口・開発国会議員グループllAPG)、アフリ

カ・アラブ地域人口開発議員フォーラム(FAAPPD)､ヨー

ロッパ地域の国会議員活動の成果である宣言文と、各

議連の活動史を纏めた世界で初めての出版物である。

国会議員活動の地球規模での広がりをも象徴している。

20．リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000年

ＩＰＰＦ(国際家族計画連盟）が作成したⅢIPPF／iwaraw，

reproductivBrights2000Ⅱウォールチャートの日本語版。
世界各国のりプロダクティプ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別・あいうえお順に編集を加え．読者の便を図ってい

る。また、各国の国名表記は外務省の表記に準拠した

正規名称を用いている。

21．女性のエンパワーメントに向けて2000年

UNFPAのWOrkingtoEmpowerWomen,ＵＮＦＰＡ'sExpe-

riencemlmpIementingtheBeijingPlatfOrmofActionの日

本語版。“女性のエンパワーメン卜”は国際人口開発会

議(ICPD)行動計画において人口問題の解決を果たす上

での重要なカギとなる概念として位世付けられた。ま

た、中国北京で開催された第４回世界女性会議では'1’

心的な概念となった。第４回世界女性会議から５年を

踏まえ、人口、女性問題に共通する女性のエンパワー

メン卜を中心に､ICPD行動計画ならびに女性会議の行

動綱領実施と関連するUNFPAの活動を具体的に紹介し

ている。

17.国暗人口開発会騒評価のための国会蟻員フォーラム(IFP）

報告轡1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)｣の報告醤である｡同会議には103カ国からお

よそ210名の国会議員が参加した｡同会議では国際人ロ

開発会議から５年間の進捗状況とその進展を阻む障害

について熱心な討議が行われ、人口と持続可能な開発

を一貫した視点で扱う事を強く求めたｒ国際人ロ開発

会議評価のための国会議員フォーラム・ハーグ宣言」

が採択された．この内容は会議事務総長を務めた桜井

新ＡｒPPD議長の手によって､ハーグの国際フォーラム

ならびに３月にニューヨークで開催された準備会議の

場でも発表された。

22．国運人ロ基金『人ロ問題プリーフイングキット2000年

度版』2001年

UNFPA,i1PopulationlssuesBriefingKit2000''の翻訳｡人

口問題は“数，,の問題ではなく、生きて生活している

“人々”の問題であるという視点から現在の人口分野

における様々な課題とその問題への取り組みを概観し

たもので、カイロの行動計画実施の意味を説明してい

る。

18．第２１回圃繊特別総会特別委員会報告哲ｒ付録」

国連人ロ開発会醗行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動1999年

1999年６月30日～７月２日にかけて、ニューヨークの

国連本部で開催された「国際人口開発会議から５年評

価のための国連人口特別総会報告書」日本語版。同会
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23．国運人ロ基金「人ロ問題ブリーフィングキット2000年

版」2001年

人口問題は、“数,,の問題ではなく､生活している"人々”

の問題として捉え、現在の人口問題の様々な課題と問

題への取り組みを概観し、カイロの行動計画実行の意

味を概説した。

24．「輿四海野春風－２０年の歩み－J

本協会設立20周年を記念して作成された出版物であり、

記念式典で配布した。小泉純一郎・内閣総理大臣はじ

め本協会を所管する厚生労働、外務、農林水産の各大

風コフィー・アナン・国連事務総長池から祝辞およ

び本協会の活動史を中心に、調査研究や出版物の一覧

と人口と開発に関わる国際会議宣言文などをまとめた。

25．国運人ロ基金『人口問題ブリーフィングキット2001年

度版』2002年

UVFPA'IPopulationlssuesBriefingKit2001''の翻訳｡2000

年のミレニアムサミットで採択されたミレニアム開発

目標の１ｺに人口問題を位置付け,新たなUNFPAの人口

問題への取り組みを示し、人口分野における様々な課

題とその問題の現状と取り組みを概観した。

26．『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来

一』

ＡPDA創立20周年を記念して開(礎された公開フォーラム

の議事録。この公開フォーラムでは、日本が世界に誇

る各分野の権威者から、宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点まで、様々な視点から人口問題を概

観し、なぜ人口問題が人類の将来にとって決定的に重

要なのかを論じた．人口問題の意味を様々な視点から

論じた類譜はほとんどなく、好評をもって迎えられた。

27.10Populationlssues-TheCcnditionsofHumanSurviv-

alandfutureofcurSocietym

リソースNbL27了人口問題を考える一人類生存の条件と

人類社会の未来一』の英語版。
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一曰誌一ＡＰＤＡ
４
月
ｎ
日
楠
本
修
・
事
務
局
長
補
佐
、
竹
本
将
規
職
員
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
大

使
館
訪
問
。
調
査
に
つ
い
て
ア
ウ
ン
・
ゾ
ウ
・
ミ
ン
一
等
書
記

官
と
事
前
協
議
。

４
月
泌
日
楠
本
修
・
事
務
局
長
補
佐
、
竹
本
将
規
職
員
、
パ
キ
ス
タ
ン
大

使
館
訪
問
。
調
査
に
つ
い
て
ニ
ガ
ッ
ト
・
メ
ロ
ー
ズ
参
事
官
と

事
前
協
議
。

５
月
胆
日
清
水
要
吉
・
公
認
会
計
士
に
よ
る
平
成
十
四
年
度
の
会
計
監
査
。

～
泊
日
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
大
沢
春
美
経
理
課
長
ら
が

立
ち
会
う
。

５
月
躯
日
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
と
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局

長
が
平
成
十
五
年
度
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
・
評
議
員
会
な
ど
の
件

に
つ
い
て
協
議
。

５
月
妬
日
平
成
十
五
年
度
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
、
評
議
員
会
を
赤
坂
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
開
催
。

⑪
平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

②
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

③
理
事
の
退
任
及
び
就
任
を
承
認
・
議
決

５
月
鴻
日
熊
代
昭
彦
・
衆
議
院
議
員
（
自
）
の
研
究
会
に
広
瀬
次
雄
常
務

理
事
・
事
務
局
長
が
出
席
。

６
月
２
日
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
石
橋
武
之
・
事
務
局
次
長

が
日
大
人
口
研
の
小
川
直
宏
教
授
を
訪
問
。
少
子
・
高
齢
化
問

題
の
地
方
教
育
、
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
打
合
わ
せ
。

６
月
４
日
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
自
民
党
政
策
研
究
会
「
清

和
会
」
の
研
修
会
に
出
席
。

６
月
５
日
石
橋
武
之
・
事
務
局
次
長
が
人
口
問
題
セ
ミ
ナ
ー
開
催
打
ち
合

～
６
日
わ
せ
の
た
め
、
広
島
市
の
柏
村
武
昭
・
参
議
院
議
員
（
自
）
事

務
所
、
広
島
県
、
広
島
市
、
中
国
新
聞
社
、
中
国
放
送
な
ど
を

訪
問
、
協
力
を
要
請
。

６
月
６
日
安
藤
博
文
日
本
大
学
教
授
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事

務
局
長
と
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
楠
本
修
・
事
務
局
長
補

佐
が
鹿
野
道
彦
衆
議
院
議
員
（
無
所
属
）
の
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。

木
村
亮
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
評

価
セ
ミ
ナ
ー
、
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
と
水
、
に
参
加
。

６
月
９
日
石
橋
武
之
・
事
務
局
次
長
が
人
口
問
題
セ
ミ
ナ
ー
開
催
打
ち
合

わ
せ
の
た
め
、
千
葉
市
の
長
洗
博
行
・
衆
議
院
議
員
（
民
主
）

事
務
所
を
訪
問
、
会
場
予
定
の
「
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
」
な
ど
と
交
渉
。

６
月
皿
日
マ
レ
ニ
ー
・
ス
カ
ベ
ジ
ョ
ボ
ラ
キ
ッ
ト
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長

～
ｎ
日
（
タ
イ
国
上
院
議
員
）
と
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長

が
来
日
。
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
業
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
。

マ
レ
ニ
ー
・
ス
カ
ベ
ジ
ョ
ボ
ラ
キ
ッ
ト
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長

（
タ
イ
国
上
院
議
員
）
と
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長

が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠

本
修
事
務
局
長
補
佐
ほ
か
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
職
員
と
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

６
月
Ⅳ
日
石
橋
武
之
・
事
務
局
次
長
が
人
口
問
題
セ
ミ
ナ
ー
開
催
打
ち
合

～
肥
日
わ
せ
の
た
め
、
松
山
市
の
関
谷
勝
嗣
・
参
議
院
議
員
（
自
）
事

務
所
、
愛
媛
県
、
松
山
市
、
愛
媛
新
聞
社
、
な
ど
を
訪
問
、
協

力
を
要
請
。

６
月
泌
日
竹
本
将
規
・
国
際
課
研
究
員
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・

コ
ミ
ッ
テ
イ
ー
（
来
日
中
の
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

事
務
局
長
に
よ
る
会
見
と
質
疑
応
答
）
に
参
加
。

６
月
妬
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
開
催
。
ト
ラ
ヤ
・
オ
ペ

イ
ド
女
史
が
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、

4８



桜
井
新
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会
長
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
、
清

水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長
と
会
談
。

６
月
釦
日
本
財
団
設
立
者
佐
藤
隆
元
衆
議
院
議
員
十
三
回
忌
法
要
出
席
の

た
め
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
新
潟
市
へ
出
張
。

⑭Eｉ ＝

iii､>､
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◇
近
く
、
ロ
シ
ア
の
国
会
議
員
三
名
が
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
の
あ
っ

せ
ん
で
日
本
の
少
子
・
高
齢
化
対
策
の
視
察
に
来
日
す
る
。
旧
共
産
圏
大

国
の
ロ
シ
ア
に
も
少
子
・
高
齢
化
の
波
が
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
て
い
る
。

さ
て
、
｜
行
を
迎
え
る
日
本
は
、
と
い
う
と
国
も
地
方
も
企
業
も
有
効
な

対
策
づ
く
り
に
懸
命
だ
が
、
決
め
手
は
簡
単
で
は
な
い
。
手
探
り
の
状
態

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

◇
政
府
は
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
育
児
休
業
中
の
所
得
保
障
、
男
性
の
育
児

休
業
の
努
力
目
標
設
定
二
万
ヶ
所
の
保
育
所
で
の
〃
保
育
時
間
の
延
長
〃
、

○
才
か
ら
二
歳
児
ま
で
の
受
入
れ
人
数
を
六
十
八
万
人
に
増
や
す
等
々
、

あ
の
手
こ
の
手
を
考
え
て
い
る
が
「
少
子
化
を
考
え
る
懇
談
会
」
の
委
員

の
中
に
は
「
子
供
を
産
ま
せ
る
よ
う
な
対
策
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
声

す
ら
出
て
い
る
と
か
。

対
策
を
進
め
る
上
で
の
〃
留
意
点
〃
と
し
て
「
子
供
に
と
っ
て
の
幸
せ
の

視
点
で
」
「
産
む
産
ま
な
い
は
個
人
の
選
択
で
」
「
多
様
な
家
族
の
形
態
や

生
き
方
に
も
配
慶
ｌ
共
働
き
家
庭
ひ
と
り
親
家
庭
を
尊
鬘
し
て
ｌ

と
い
う
民
主
的
模
範
的
な
配
慮
を
付
記
し
て
い
る
。

◇
こ
の
よ
う
に
少
子
化
対
策
の
前
途
は
ま
こ
と
に
険
し
い
が
、
毎
日
新
聞
の

世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
家
庭
に
お
け
る
父
親
の
協
力
度
が
女
の
子
の
結
婚

観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
。

｜
方
、
こ
の
問
題
は
、
核
家
族
に
な
っ
て
一
家
に
孫
の
面
倒
見
の
い
い
”
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
〃
が
い
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
現
状
も
見
逃
せ
な
い
。

小
川
直
宏
・
日
大
人
口
研
副
所
長
は
「
第
二
次
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
時
代
の

女
性
が
こ
れ
か
ら
出
産
適
齢
期
を
迎
え
る
。
少
子
化
対
策
は
こ
こ
三
・
四

年
が
正
念
場
』
と
指
摘
す
る
。
世
界
的
に
み
れ
ば
少
子
・
高
齢
化
問
題
は

各
地
域
、
国
の
〃
文
化
〃
に
よ
っ
て
そ
の
取
組
み
が
異
な
る
が
、
わ
が
国

に
あ
っ
て
は
国
の
盛
衰
を
決
め
る
少
子
化
問
題
に
お
け
る
男
性
の
責
任
は

極
め
て
重
い
ｌ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
…
（
丁
．
Ｈ
）

表紙の写真説明

ベトナム・ハロン湾

ハノイの北東、無煙炭で有名

なホンガイのすぐ近くに世界遺

産に指定されたハロン湾がある。

ハロンとは“降龍,,と書き、そ

の昔、天から龍が落ちてきて島

になったという。ハロン湾は別

名“海の桂林”とも呼ばれ、ベ

トナム最大の観光資源である。

現在、世界から観光客を呼びこ

むためのインフラの整備が懸命

に進められている。
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生｣の世紀づくりづ紐 り
Ｆ

共農［ と の」 一

みんな｢農｣でつながっている。
つくる人がいて､食べる人がいる。

みんな｢腱」を'１:I心に支えあっていますｃ

安心･安全な食料供給と､農業と社会のよりよい関係づくりを

JＡグループはさまざまな収組みを行っていますｃ

MAJAｸﾞﾙｰﾌﾟ



■'心に蕊簿､蕊議蟻鑪１１

，W1Ｗ
園懇航空

Ｉ
…
…
ｊ
‐

；：
ソ

Ｉ

。
ｈ
Ｉ
歯
晒
晒
■
ｒ

ｕ
Ｄ
ｐ
ｇ
『
・繰

旧四声唖】咀岸‐雨昨．．●．．．‐‐‐

lＴｆ

率辮掛X鞘

JALフリーダイヤル

｣郷
国際線のご予約･お問い合せ

ニンコーコクリイ

ロ室iＯ１２０－２５－５９３１
国内線のご予約･お問い合せ

ニグローコグナイ

EＺ５０１２０－２５－５９７１

wwwjaLcojp


